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は，行動主義心理学者として知られる B. F. Skinner（1936）によって考案さ
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 反応の解釈に関しては，ロールシャッハ法の包括システムや P-F Study のよ
うに量的解釈を中心に行うものから，ロールシャッハ法の片口法のように量的




対して質的分析を行う。TAT においても関山（2001）の SCORS-C （Social 
Cognition and Object Relations Scale 中京大学版）のように対象関係について
量的分析を行うための綿密な指標が開発されている例もある。量的解釈に偏る

































































































































表 1-1. 各研究者による投映法の分類（安香，1992） 
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表 1-2. 被検者の視点による各性格検査の特徴 
検査法 ＜目的＞ ＜刺激＞ ＜場面＞ 
＜被検者の 
意識的操作＞ 
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１－２ 聴覚投映法の歴史 
 
 本論で取り上げる APT は，行動主義心理学者として有名な B. F. Skinner








（１）海外における APT 研究 








めに Verbal Summator を活用したといわれている（Rutherford，2003）。 
２）Tautophone（Shakow & Rosenzweig，1940） 本 APT は Skinner と




らなかった。なお，本 APT の研究者の一人であった Rosenzweig は，その後，
P-F Study の開発研究に力を注いだことで知られている。 
３）Auditory Apperception Test（Stone，1950） 本 APT は，自然音や会
話などから成る 3 つの聴覚刺激を被検者に提示して，1 つの過去‐現在‐未来
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に渡る物語を作らせるもので，その名の通り TAT の聴覚版に近いものであった。

















Murray は本 APT よりも前に TAT を考案していたことで知られている
（Morgan & Murray，1935）。 
これらの他にも，視覚障害者のための心理アセスメントとして発展した APT
（Braverman & Chevigny，1952；Husni-Palacios & Palacios，1964）や，
音楽を用いた自由連想法に近い Van den Daele（1967）による Music Projective 
Technique（以下 MPT と略記）など，多種多様な APT が考案されていた。 
 
（２）本邦における APT 研究 
 １）音の TAT（水口・佃，1955） 本 APT は，Murray の欲求‐圧力理論
をもとに，楽音と騒音，声音の 3 種類による 1 分間程度の聴覚刺激を 10 個作
成し，TAT と同様に物語作成の手続きで実施するものであった。TAT の白紙（カ
ード 16）に相当する聴覚刺激（無関係の物音や声音をランダムに並べたもの）
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まで作成した点でも，TAT の聴覚版を目指した APT であった。刺激中の言葉
は 1 つの刺激において 1 文か 2 文にとどめられ，かつ，抑揚のない平板な調子
で発音されていたという。また，中島（1959）はこの APT について，TAT や




（３）近年の APT 研究 
１）聴覚投映法（松井，1980） 松井は，聴覚イメージの鮮明度および聴覚
的現実検討と，統合失調症における幻聴生起の関連について，Shakow & 
Rosenzweig（1940）の Tautophone に類似した APT を作成して検討を行って
いる。具体的には，女性による日常的話し言葉を録音し，周波数切除および白







取る投映法である絵画空想法（Phantasy Releasing Technique；以下 PRT と
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表 1-3. APTの研究の歴史および提示する聴覚刺激による分類 
年代       
1935 ＜無意味母音つづり＞ 
  1936 Verbal Summator（Skinner） 
1940 1940 Tautophone（Shakow & Rosenzweig） 
1945   
  ＜効果音その他＞ ＜言語＞ ＜音楽＞ 






















1955 音の TAT 
（水口・佃） 
1955 Azzageddi Test 
（Davids & Murray） 
1955 MPT 
（Crocker） 
  1957 AAT（梅津ほか） 1957 V‐TAT（Lebo） 
 












（Van den Daele） 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 







    
 1989 音の投影法（熊倉）   
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
2000    












と，以下の 6 つにまとめられる。 
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者への適用を除くと，あえて聴覚刺激を利用するに値するだけの有効性も明ら
かにされなかった。 





















































































































































































 物語作成の手続きによる APT は，基本的には TAT に類似した反応過程が想
定されるが，先述の聴覚刺激や反応の特徴から相違点も考えられる。まず，刺

















































図 1-2. ロールシャッハ法における被検者の反応過程 































































































図 1-4. 物語作成の手続きによる APT において想定される被検者の反応過程 
























































さらに，心理臨床において実施されている WISC や WAIS など多くの知能・
発達検査や，LD の認知機能を測定する ITPA は視覚的能力と聴覚的能力を分
類して測定しており，聴覚的能力の方が高い人の存在が想定されている（上野・
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ていない。 




























検査との対比から APT の利用可能性についても言及した。 














































































テストなどが挙げられる。CAT や K-SCT など，これらの改良版もあるが，い
ずれも考案時の研究資料の入手が困難であり，刺激選定の経緯や根拠が不明確
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表 2-1. 既存の投映法における刺激選定の経緯および基準 
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２－４ 本研究の目的と構成 
 











APT の歴史や先行研究を概観し，現代において APT 研究を行う上での問題や
意義を述べた。これを受けて第二部では，2 種類の聴覚刺激による APT を開発
し，それらが他のパーソナリティの指標とどのように関連するかを検討する。
1 つは葛藤を喚起しやすい会話場面を中心とする音声刺激による APT であり
（研究 1），もう 1 つは葛藤を喚起しにくい，言葉以外で人が発する音や環境音
を中心とする非音声刺激による APT である（研究 2）。関連を検討する他のパ






連も検討する（研究 3）。これによって APT がパーソナリティの非意識的な側
面を映し出すことができるか否か，1 つの知見を得ることができるだろう。以
上の 3 つの実証研究の結果をもとに，研究 4 では音声刺激と非音声刺激の中か
ら有用と考えられる刺激を選定し，両者を組み合わせた APT を構成する。本論
の APT はこれをもって完成版とし，続く研究 5 では形容詞対による印象評定





























































図 2-2. 本論の構成 
第三章【研究 1】 











音声刺激による APT の検討 非音声刺激による APT の検討 









第三部 APT の応用 
第一章 
APT について 
第二部 APT の開発 
第一部 問題と目的 
第四部 総合考察 
※ 本論の完成版 APT につ
いては巻末の資料に掲載 
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第二章のまとめ 









知面の指標を採用した。これらは TAT 指標を APT でも活用できるように変更・
修正したものや APT 独自の指標から成り，他のパーソナリティとどのように関
連するか検討を行う。本論はこのように独自に開発した APT の有用性や可能性，
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第三章 
【研究 1】 音声刺激による聴覚投映法と 




第一章と第二章では，投映法研究と APT 研究を概観し，現代において APT
研究を行う上での留意点や臨床心理学的な意義，および APT の特徴について整

















（１）Big Five について 
Big Five とは外向性（内向性），協調性（調和性），勤勉性（誠実性），情緒





















 実施時期 2004 年 8 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 




（1950）が Auditory Apperception Test において 3 つの音に対して 1 つの物語
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した（表 3-1）。実施全体が 1 時間程度で終わることを目安にし，第 2～16 刺






さや実験状況への慣れを考慮したためであり，2 つで 1 セットの刺激も後半の
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３－５ 本実験の目的 
 






 実施時期 2004 年 9～11 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）を対象とした。 
聴覚刺激 予備実験で選定した 17 刺激を用いた。 
質問紙 村上・村上（2001）の主要 5 因子性格検査を採用した。全 70 項目
について「はい／いいえ」の 2 件法で回答を求めた（資料 1）。 
手続き 実験室において，実験者と参加者は机を挟んで 90 度で向かい合っ
て座った（図 3-1）。実験者は実験の主旨を参加者に説明し，協力に同意を得た







てみて下さい。音声は 1 つか 2 つで 1 セットで，全部で 17 セットあります。




























図 3-1. 実験時の配置 
P：参加者  E：実験者  PC：ノートパソコン 
※ ノートパソコン（SONY VAIO PCG-8Q8N）とスピーカー（ONKYO WAVIO 
GX-D90）を接続し，実験者は PC 上で聴覚刺激の Wave ファイルを再生した。スピ
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分析方法 反応を評定する指標に関しては，まず，鈴木（1997）の反応分類
や藤田（2001）の TAT の情報分析枠（FIA），関山（2001）の Social Cognition 
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３）刺激の追加提示回数 参加者が実験者に刺激の追加提示を求めた回数を
















1 つの物語を作成した場合に「ない」と評定する。APT の最初に「1 セットに

















































































 評定マニュアルに従って，筆者を含む臨床心理学を専攻する大学院生 2 名で









「ある／ない」の 2 件法で評定した指標については，「ある」を 1 に，「ない」












（２）Big Five の得点の算出 
 主要 5 因子性格検査ハンドブック（村上・村上，2001）に従い T 得点を算出
した。表 3-5 に各因子の平均値と標準偏差を示しておく。Big Five の因子間で
Pearson の相関係数を算出したところ有意な相関が 3 つ見られた（表 3-6）。 







表 3-3. 各指標における評定値の算出方法 
評定方法 評定値の算出方法 該当する指標 
時間や回数を 
計測 
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表 3-4. 各指標の評定値の平均および標準偏差 
APT指標 平均値 標準偏差 
自己の内界に向ける関心 4.40 2.35 
自己に向ける感情（言及） 3.85 1.85 
自己に向ける感情（性質） 0.08 1.29 
他者に向ける関心 1.02 1.67 
他者に向ける感情（言及） 7.82 0.39 
他者に向ける感情（性質） －1.13 2.27 
父親（的人物）に向ける感情（言及） 1.55 0.95 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －0.23 1.06 
母親（的人物）に向ける感情（言及） 1.50 0.75 
母親（的人物）に向ける感情（性質） －0.52 0.83 
人物の導入 2.65 1.83 
導入人物の性質 －0.62 1.12 
標準的年齢設定からのずれ 1.15 1.31 
標準的性別設定からのずれ 0.68 0.75 
独特な人物設定 3.38 2.05 
有音の背景音の取り込み 1.45 0.77 
無音の背景音の取り込み 0.53 0.62 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） 1.12 0.92 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －0.35 0.63 
明確な結末 4.63 1.53 
結末の性質 0.58 2.13 
攻撃的内容 1.27 1.21 
自己言及 0.23 0.65 
主観的印象（対刺激） 0.23 0.50 
主観的印象（対人物） 0.17 0.53 
主観的印象（対物語） 0.32 1.03 
初発反応時間（秒） 47.12 53.77 
実験者による質問回数 4.73 3.73 
刺激の追加提示回数 0.10 0.35 
語りの様式（移入形式） 6.18 2.12 
語りの様式（会話形式） 0.62 1.12 
複数の物語 0.60 1.30 
微小音要素の取り込み 0.30 0.65 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ 0.28 0.52 
登場人物の標準的位置関係からのずれ 0.27 0.52 
聴空間の拡大・縮小 0.93 1.09 
N = 60 
 







表 3-5. Big Five の各因子の平均値および標準偏差 
 外向性 協調性 勤勉性 情緒安定性 知性 
平均値 48.33 55.75 54.62 46.85 47.00 
標準偏差 10.02  8.48 10.22  8.30  9.21 





表 3-6. Big Five の因子間での Pearson の相関係数 
 協調性 勤勉性 情緒安定性 知性 
外向性   0.34** 0.16 0.07 0.15 
協調性   0.28* 0.03 0.02 
勤勉性   0.00   0.43** 
情緒安定性    0.18 
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（３）分析 
APT の指標ごとに，参加者を上位および下位から少なくとも 10 名程度ずつ
抽出して高群および低群，あるいは「あり群」および「なし群」に分けた。こ
れらの 2 群における Big Five の T 得点について，等分散性の検定を行った上
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表 3-7. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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表 3-8. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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表 3-9. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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３－８ 考察 
 


































































































































結果が得られた。1 つの刺激に対して 1 つの物語を作るよう実験者が最初に教




















本研究で用いた 28 個の指標のうち 18 個において Big Five との間に関連が
 - 68 - 
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Big Five の側から結果全体を見ていくと，有意差や有意傾向が認められた指











ては，TAT で用いられている指標の多くは APT にも適用可能であり，背景音























APT指標 E A C N O 計 
＜内容面＞       
自己の内界に向ける関心  † †   2 
自己に向ける感情（性質）     * 1 
他者に向ける関心 * *    2 
他者に向ける感情（性質）   *   1 
母親(的人物)に向ける感情（言及） †     1 
母親(的人物)に向ける感情（性質）  †    1 
導入人物の性質   *  † 2 
標準的年齢設定からのずれ *     1 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及）   † ** ** 3 
攻撃的内容   *  * 2 
自己言及    †  1 
主観印象（対刺激）    *  1 
主観印象（対人物）    *  1 
＜形式面＞       
刺激の追加提示回数  †    1 
語りの様式（移入形式）     † 1 
語りの様式（会話形式）    †  1 
複数の物語    **  1 
＜認知面＞       
聴空間の拡大・縮小     * 1 























予備実験により 17 個の刺激を選定した。その音声刺激による APT の反応に，
外向性，協調性，勤勉性，情緒安定性，知性という全般的なパーソナリティを
測定する Big Five がどのように表れるか探索的に検討することを目的とし，本
実験を行った。実験参加者は大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）で，実
験室において個別に APT と主要 5 因子性格検査（村上・村上，2001）を実施
した。後日，参加者の反応を内容面・形式面・認知面の指標を用いて分析し，
Big Five との関連を検討した。その結果，APT 指標と Big Five の各因子の間
に関連が見られ，特に情緒安定性（神経症傾向）との間に特徴的な関連が認め
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第四章 
【研究 2】非音声刺激による聴覚投映法と 
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４－３ 予備実験の方法 
 
 実施時期 2006 年 8 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 












































3 穏やかな波の音，女性がさめざめと泣く声 泣き声を足音に変更 
4 2人の赤ちゃんが遊ぶ声  










8 いろんなものを壊しながら暴れるような音  





11 風の音，スコップで土を掘る音  
12 衣擦れ  
13 心拍 音量を低減 
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４－４ 予備実験の結果と考察 
 





























































































実施時期 2006 年 9～11 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
 実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）を対象とした。 
聴覚刺激 予備実験で選定した 14 刺激を用いた。 
 質問紙 研究 1 と同様に村上・村上（2001）の主要 5 因子性格検査を採用し，
全 70 項目について「はい／いいえ」の 2 件法で回答を求めた（資料 1）。 
手続き 実験室において，実験者と参加者は机を挟んで 90 度で向かい合っ
て座った（図 4-1）。実験者は参加者に実験の主旨を説明し，協力に同意を得た







みて下さい。音は全部で 14 個あります。これから 1 つずつあなたに聞かせて
いきますから，1 つの音に対して 1 つずつお話を話して下さい。正しい答えや
間違った答えというのはないので，思ったようにやってみて下さい。それから
音は一度流すと消えてしまうのですが，もう一度聞きたいときには遠慮なく仰



























図 4-1. 実験時の配置 
P：参加者  E：実験者  MD：MD ウォークマン 
※ MD ウォークマン（SONY Hi-MD WALKMAN MZ-RH1）とスピーカー（ONKYO 
WAVIO GX-D90）を接続し，実験者は MD ウォークマンを操作して聴覚刺激を再生
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 分析方法 研究 1 と同様に，内容面・形式面・認知面から成る諸指標を用い
て反応ごとに幅広く分析を行った。指標に関しては，研究 1 で用いたものを本














































































































































2007）」を参考に取り入れた探索的指標の 1 つである。 
 １８）食物反応 食べ物に言及があった場合に「ある」と評定する。本指標
も，ロールシャッハ法における「食物反応（Fd）（高橋ら，2007）」を参考に取
り入れた探索的指標の 1 つである。 
 １９）衣服反応 登場人物の服装に関して言及があった場合に「ある」と評
定する。本指標も，ロールシャッハ法における「衣服反応（Cg）（高橋ら，2007）」
を参考に取り入れた探索的指標の 1 つである。 
 ２０）性的内容 性的な内容に言及があった場合に「ある」と評定する。本
指標も，ロールシャッハ法における「性反応（Sx）（高橋ら，2007）」を参考に
取り入れた探索的指標の 1 つである。 
 ２１）物質の導入 刺激中に存在しない物質が導入された場合に「ある」と
評定する。「動物の導入」と同様に，本指標も音声刺激による APT に比べて該
当する反応が多く，探索的指標の 1 つとして取り上げた。 
 ２２）劇化反応 演劇や映画，アニメーションの一場面として物語が語られ
  


























































1 つの物語を作成した場合に「ない」と評定する。APT の最初に「1 セットの












































































































評定マニュアルに沿って，筆者を含む臨床心理士 3 名で，全体の 20%にあた
る 12 名分（物語 168 個分）を独立して評定したところ，87.2%および 84.2%
と十分な一致率が得られたため，一致しなかった部分については合議により最
終的な評定を決定し，他の評定は筆者が 1 人で行った。評定後，指標ごとに 14
刺激全体の評定値を算出した。評定値の算出方法を表 4-4 に，平均値と標準偏






（２）Big Five の得点の算出 
主要 5 因子性格検査ハンドブック（村上・村上，2001）に従い T 得点を算出





APT の指標ごとに，参加者を上位および下位から少なくとも 10 名程度ずつ
抽出して高群および低群，あるいは「あり群」および「なし群」に分けた。こ
れらの 2 群における Big Five の T 得点について，等分散性の検定を行った上











































































表 4-4. 各指標における評定値の算出方法 
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表 4-5. 各指標の評定値の平均および標準偏差 
APT指標 平均値 標準偏差 
自己の内界に向ける関心 7.03 2.92 
自己に向ける感情（言及） 3.07 2.10 
自己に向ける感情（性質） －0.20 1.62 
自己に向ける感情（両価） 0.22 0.83 
他者に向ける関心 6.83 2.81 
他者に向ける感情（言及） 3.58 1.92 
他者に向ける感情（性質） 0.33 2.76 
他者に向ける感情（両価） 0.50 0.83 
父親（的人物）に向ける感情（言及） 2.17 2.04 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －0.08 1.04 
父親（的人物）に向ける感情（両価） 0.07 0.25 
母親（的人物）に向ける感情（言及） 2.63 1.59 
母親（的人物）に向ける感情（性質） 0.42 1.24 
母親（的人物）に向ける感情（両価） 0.03 0.18 
人物の導入 8.10 2.63 
主人公の導入 3.77 1.84 
導入人物の性質（言及） 6.22 2.93 
導入人物の性質（性質） 0.79 2.11 
導入人物の性質（両価） 0.22 0.56 
独特な人物設定 6.40 2.97 
動物の導入 0.40 0.56 
有音の背景音の取り込み 3.20 1.47 
無音の背景音の取り込み 1.63 1.13 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） 4.83 1.95 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －0.81 1.45 
背景音に対する情緒的意味づけ（両価） 0.17 0.38 
結末の性質（性質） 1.08 3.49 
結末の性質（両価） 0.45 0.83 
攻撃的内容 2.28 1.39 
損傷内容 1.87 1.44 
自己言及 0.20 0.55 
主観的印象 1.30 1.93 
食物反応 2.27 1.78 
衣服反応 1.83 1.36 
性的内容 0.23 0.53 
物質の導入 4.77 2.20 
劇化反応 0.54 1.11 
非現実的内容 0.27 0.65 
N＝60 
  








表 4-6. 各指標の評定値の平均および標準偏差 
APT指標 平均値 標準偏差 
反応の失敗・拒否 0.23 0.55 
初発反応時間（秒） 135.43 143.09 
実験者による質問回数 8.57 6.86 
刺激の追加提示回数 1.55 1.70 
語りの様式（移入形式） 9.40 3.01 
語りの様式（会話形式） 0.32 0.72 
語りの様式（物語形式） 0.70 2.31 
複数の物語 0.80 1.33 
前の刺激や物語との関連づけ 0.21 0.58 
微小音要素の取り込み 1.24 1.28 
音要素の取り込み 32.30 3.85 
音要素の統合 30.53 3.67 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ 0.72 0.74 
聴空間の拡大 0.43 0.72 
聴空間の縮小 1.38 1.43 
他の感覚への言及 7.52 2.99 
触覚情報の性質（言及） 3.17 1.01 
触覚情報の性質（性質） －0.83 1.08 


















表 4-7. Big Five の各因子の平均値および標準偏差 
 外向性 協調性 勤勉性 情緒安定性 知性 
平均値 48.17 53.73 49.45 48.98 47.88 
標準偏差  8.19  9.25  8.60  8.91  8.97 





表 4-8. Big Five の因子間での Pearson の相関係数 
 協調性 勤勉性 情緒安定性 知性 
外向性 －0.02  －0.28*    0.19  0.14 
協調性   0.15  －0.02  0.01 
勤勉性   －0.04    0.40** 
情緒安定性     0.26* 
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表 4-9. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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表 4-10. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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表 4-11. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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表 4-12. APT 指標の高群および低群における Big Five の平均（標準偏差） 
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４－８ 考察 
 



























うことは，否定的な刺激に引き摺られない 1 つの方法といえる。この方法は Big 
  











とが想定される（鈴木，1997）。これらは Big Five の協調性と概念的に一致す
る部分が大きい。外向性に関しては，「自己に向ける感情（性質）」と同様の解
釈が可能であろう。つまり，否定的感情を喚起しやすい刺激に対し，知覚より
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なところもあり（村上・村上，2001），実験者が教示した通りに 1 つの刺激に
対して 1 つの物語を語ったと考えられる。 















































基準がまだ明確とはいえないが，第三章の APT とは異なり，APT の新たな可
能性が示された。この点については，今後，実施法に質疑を加えるなどしてよ
り緻密に検討していく方向性も見えてこよう。 
 次に，Big Five の側から見ていくと，有意差や有意傾向が見られた指標は外
向性について 9 個，協調性について 15 個，勤勉性について 8 個，情緒安定性
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表 4-13. 本章において有意差・有意傾向が見られた指標 
APT指標 E A C N O 計 
＜内容面＞       
自己の内界への関心 †     1 
自己に向ける感情（性質） † † †  † 4 
他者に向ける感情（性質） † *    2 
父親（的人物）に向ける感情（言及）  †    1 
父親（的人物）に向ける感情（性質）  *    1 
母親（的人物）に向ける感情（言及）  † †   2 
母親（的人物）に向ける感情（性質）  ** *   2 
人物の導入 †     1 
主人公の導入    * † 2 
導入人物の性質（性質）  *    1 
動物の導入  **    1 
有音の背景音の取り込み  *    1 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及）  *    1 
背景音に対する情緒的意味づけ（両価）     † 1 
攻撃的内容  **    1 
結末の性質  † *   2 
自己言及 †  **   2 
主観的印象    †  1 
物質の導入 †    † 2 
＜形式面＞       
反応の失敗・拒否  * †   2 
初発反応時間 †  †   2 
語りの様式（移入形式）    †  1 
複数の物語  † †   2 
＜認知面＞       
微小音要素の取り込み  †    1 
音要素の取り込み *     1 
音要素の統合 *     1 





















刺激による APT の反応に，研究 1 と同様に Big Five がどのように表れるか探
索的に検討するため，本実験を行った。参加者は大学生・大学院生 60 名（男
女とも 30 名）で，実験室で個別に APT と主要 5 因子性格検査（村上・村上，
2001）を実施した。実験後，各反応を内容面・形式面・認知面の指標を用いて















 研究 1 と研究 2 では，音声刺激および非音声刺激による APT の量的分析と





























 実施時期 2006 年 9～12 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
 実験参加者 研究 2 と同一の大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）を対
象とした。 
 聴覚刺激 研究 2で作成し選定を行った 14個の非音声刺激を用いた（表 5-1）。
有意味な音声を含まず，葛藤は想起させにくいが，寂しさや孤独感，不安など
の否定的な感情を喚起しやすい刺激と考えられた。 










＞5 かつ CDI＞3，DEPI＞5，D＜Adj D，CDI＞3，Adj D＜0，L＞0.99，反射
反応あり，体験型内向型，体験型外拡型，p＞a＋1，HVI 陽性という変数で構
成され（表 5-4），このうち L は日本人において高い値を示すことが広く知られ
ているため，本研究では高橋・高橋・西尾（1998）による L≧1.18 の基準を採
用した。高橋ら（2007）によれば，「PTI＞3 から Adj D＜0 までの鍵変数は，
パーソナリティの構造に関連し，思考や感情のいちじるしい混乱や発達上の問
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表 5-3. 各指標における評定値の算出方法（表 4-4 を再掲） 




















































































































研究 2 と同様に，評定マニュアルに沿って，筆者を含む臨床心理士 3 名で，
全体の 20%にあたる 12名分（物語 168個分）を独立して評定したところ，87.2%
および 84.2%と十分な一致率が得られたため，一致しなかった部分については
合議により最終的な評定を決定し，他の評定は筆者が 1 人で行った。指標ごと
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表 5-5. 各指標の評定値の平均および標準偏差（表 4-5 を再掲） 
APT指標 平均値 標準偏差 
自己の内界に向ける関心 7.03 2.92 
自己に向ける感情（言及） 3.07 2.10 
自己に向ける感情（性質） －0.20 1.62 
他者に向ける関心 6.83 2.81 
他者に向ける感情（言及） 3.58 1.92 
他者に向ける感情（性質） 0.33 2.76 
他者に向ける感情（両価） 0.50 0.83 
父親（的人物）に向ける感情（言及） 2.17 2.04 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －0.08 1.04 
母親（的人物）に向ける感情（言及） 2.63 1.59 
母親（的人物）に向ける感情（性質） 0.42 1.24 
人物の導入 8.10 2.63 
主人公の導入 3.77 1.84 
導入人物の性質（言及） 6.22 2.93 
導入人物の性質（性質） 0.79 2.11 
導入人物の性質（両価） 0.22 0.56 
独特な人物設定 6.40 2.97 
動物の導入 0.40 0.56 
有音の背景音の取り込み 3.20 1.47 
無音の背景音の取り込み 1.63 1.13 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） 4.83 1.95 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －0.81 1.45 
背景音に対する情緒的意味づけ（両価） 0.17 0.38 
結末の性質（性質） 1.08 3.49 
結末の性質（両価） 0.45 0.83 
攻撃的内容 2.28 1.39 
損傷内容 1.87 1.44 
主観的印象（対刺激） 0.75 1.47 
主観的印象（対物語） 0.60 1.06 
食物反応 2.27 1.78 
衣服反応 1.83 1.36 
物質の導入 4.77 2.20 
劇化反応 0.54 1.11 












表 5-6. 各指標の評定値の平均および標準偏差（表 4-6 を再掲） 
APT指標 平均値 標準偏差 
反応の失敗・拒否 0.23 0.55 
初発反応時間（秒） 135.43 143.09 
実験者による質問回数 8.57 6.86 
刺激の追加提示回数 1.55 1.70 
語りの様式（移入形式） 9.40 3.01 
語りの様式（会話形式） 0.32 0.72 
語りの様式（物語形式） 0.70 2.31 
複数の物語 0.80 1.33 
前の刺激や物語との関連づけ 0.21 0.58 
微小音要素の取り込み 1.24 1.28 
音要素の取り込み 32.30 3.85 
音要素の統合 30.53 3.67 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ 0.72 0.74 
聴空間の拡大 0.43 0.72 
聴空間の縮小 1.38 1.43 
他の感覚への言及 7.52 2.99 
触覚情報の性質（言及） 3.17 1.01 
触覚情報の性質（性質） －0.83 1.08 



















表 5-7. 各変数の該当者数（%） 
鍵変数 該当者数 (%) 
PTI＞3 0 (0.0) 
DEPI＞5かつ CDI＞3 4 (6.7) 
DEPI＞5 8 (13.3) 
D＜Adj D 29 (48.3) 
CDI＞3 19 (31.7) 
Adj D＜0 7 (11.7) 
L≧1.18 12 (20.0) 
反射反応あり 15 (25.0) 
体験型内向型 21 (35.0) 
体験型外拡型 15 (25.0) 
p＞a＋1 24 (40.0) 
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（３）分析 
APT の指標ごとに上位・下位の約 3 分の 1 ずつ抽出し，高群（肯定群，あり
群）と低群（否定群，なし群）の 2 群に分けた。その 2 群とロールシャッハ法
の鍵変数への該当の頻度についてχ2検定により検討を行った。その結果，以下
の有意差および有意傾向が得られ，それぞれについて残差分析を行った（表 5-8
～表 5-23）。なお，クロス表の中で期待値が 5 未満になるセルが 1 つ以上あっ
た指標は，本研究では分析の対象から除外した。 
内容面の指標では，「父親（的人物）に向ける感情（性質）」における肯定群




人物の性質（性質）」における肯定群は D＜Adj D に該当することが多い傾向に




Adj D に該当することが有意に多かったのに対し，低群は D＜Adj D に該当し
ないことが多かった（χ2＝5.46，p＜.05）。「主観的印象（対物語）」における
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意に多かったのに対し，低群は HVI に該当しないことが多かった（χ2＝8.29，
p＜.01）。「語りの様式（会話形式）」のあり群は D＜Adj D に該当することが有
意に多かったのに対し，なし群は D＜Adj D に該当しないことが多かった（χ2
＝6.69，p＜.01）。「複数の物語」におけるなし群は体験型内向型に該当するこ
とが多い傾向にあった（χ2＝4.69，p＜.10）。「前の刺激や物語との関連づけ」
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表 5-8. 父親（的人物）に向ける感情（性質）と D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
肯定群 9▲ 3▽ 12 
否定群 5▽ 11▲ 16 
合計 14 14 28 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-9. 母親（的人物）に向ける感情（性質）と HVI 
 陽性 陰性 合計 
肯定群 10▽ 18▲ 28 
否定群 20▲ 12▽ 32 
合計 30 30 60 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-10. 導入人物の性質（性質）と D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
肯定群 13▲ 7▽ 20 
否定群 12▽ 19▲ 31 
合計 25 26 51 
▲：残差分析で高い傾向にあった，▽：残差分析で低い傾向にあった 
 
表 5-11. 動物の導入と p＞a+1 
 p＞a+1 p≦a+1 合計 
あり群 2▽ 19▲ 21 
なし群 22▲ 17▽ 39 
合計 24 36 60 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
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表 5-12. 背景音に対する情緒的意味づけ（言及）と D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
高群 12▲ 6▽ 18 
低群 5▽ 13▲ 18 
合計 17 19 36 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-13. 主観的印象（対物語）と D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
あり群 7▽ 15▲ 22 
なし群 22▲ 16▽ 38 
合計 29 31 60 
▲：残差分析で高い傾向にあった，▽：残差分析で低い傾向にあった 
 
表 5-14. 主観的印象（対物語）と CDI＞3 
 CDI＞3 CDI≦3 合計 
あり群 10▲ 12▽ 22 
なし群 9▽ 29▲ 38 
合計 19 41 60 
▲：残差分析で高い傾向にあった，▽：残差分析で低い傾向にあった 
 
表 5-15. 食物反応と p＞a+1 
 p＞a+1 p≦a+1 合計 
高群 7▽ 17▲ 24 
低群 15▲ 10▽ 25 
合計 22 27 49 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
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表 5-16. 物質の導入と HVI 
 陽性 陰性 合計 
高群 11▲ 9▽ 20 
低群 4▽ 13▲ 17 
合計 15 22 37 
▲：残差分析で高い傾向にあった，▽：残差分析で低い傾向にあった 
 
表 5-17 劇化反応と Fr+rF≧1 
 Fr+rF≧1 Fr+rF＝0 合計 
高群 9▲ 11▽ 20 
低群 6▽ 29▲ 35 
合計 15 40 55 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-18. 初発反応時間と HVI 
 陽性 陰性 合計 
高群 13▲ 7▽ 20 
低群 4▽ 16▲ 20 
合計 17 23 40 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-19. 語りの様式（会話形式）と D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
あり群 11▲ 3▽ 14 
なし群 18▽ 28▲ 46 
合計 29 31 60 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
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表 5-20. 複数の物語と体験型 
 内向型 不定型 外拡型 合計 
あり群 4▽ 9 8 21 
なし群 17▲ 14 7 38 
合計 21 23 15 59 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-21. 前の刺激や物語との関連づけと D＜Adj D 
 D＜Adj D D≧Adj D 合計 
あり群 2▽ 9▲ 11 
なし群 27▲ 22▽ 49 
合計 29 31 60 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-22. 音要素に対する標準的意味づけからのずれと体験型 
 内向型 不定型 外拡型 合計 
あり群 14▲ 7▽ 8 29 
なし群 7▽ 16▲ 7 30 
合計 21 23 15 59 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
 
表 5-23. 触覚情報の性質（言及）と Fr+rF≧1 
 Fr+rF≧1 Fr+rF＝0 合計 
高群 10▲ 16▽ 26 
低群 5▽ 29▲ 34 
合計 15 45 60 
▲：残差分析で有意に高かった，▽：残差分析で有意に低かった 
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５－４ 考察 
 
（１）各 APT 指標とロールシャッハ法の関連について 
 以下では，ロールシャッハ法の鍵変数との関連が認められた APT 指標につい
て考察していく。なお，鍵変数の下位変数における差について Mann-Whitney






















研究 2 では，本指標における否定群は肯定群よりも，Big Five における協調性
と勤勉性が有意に低かった。他方，HVI 陽性の人は，「他者への警戒心が強く，
自分の生活空間を守ろうとつとめ，他者に利用されたり，他者から傷つけられ












































述べることが多かった人は，D＜Adj D に該当することが少なく，CDI に該当
することが多い傾向にあるという結果が得られた。本指標には，自信のなさや
自己批判，不安，反応に対する自我関与を薄める防衛的態度などが反映される




















































Big Five における外向性が低く，勤勉性が高い傾向にあった。他方，HVI 陽性
の人は警戒心が強く，自己防衛的で，外界に対して慎重で用心深い態度で接す
る（高橋ら，2007）。この用心深さは初発反応時間を長くする可能性があり，
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（２）指標全体とロールシャッハ法の関連について 














































対する APT の実施データを収集することにより，これらの鍵変数と APT の関
連が明確になるだろう。 



































*       1 
母親（的人物）に向ける
感情（性質） 
      * 1 
導入人物の性質（性質） †       1 
動物の導入      ***  1 
背景音に対する情緒的
意味づけ（言及） 
*       1 
主観的印象（対物語） † †      2 
食物反応      *  1 
物質の導入       † 1 
劇化反応    *    1 
初発反応時間       ** 1 
語りの様式（会話形式） **       1 
複数の物語     †   1 
前の刺激や物語との関
連づけ 
*       1 
音要素に対する標準的
意味づけからのずれ 
    †   1 
触覚情報の性質（言及）    *    1 





















による APT の比較検討を行った。APT はパーソナリティを測定するのに有効
な道具であるのか，有効であるとしたら，パーソナリティのどのような側面を
映し出すのか，APT の指標としてはどのようなものが有効かという点について






















































刺激による APT を他の投映法と比較すると，いずれも TAT との類似が認めら



















表 6-1. 音声刺激と非音声刺激の特徴の比較 















































章において Big Five やロールシャッハ法と関連が認められた APT 指標につい
て，評定結果を刺激ごとに整理し直し，評定の偏りを検討する。なお，ロール
シャッハ法との比較検討は，ロールシャッハ法との類似が推測される非音声刺
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表 6-2. 既存の投映法における刺激選定の経緯および基準（表 2-1 を再掲） 
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６－２ 方法 
 
（１）音声刺激（研究 1 より） 
実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）を対象とした。 
聴覚刺激 研究 1 で用いた 17 個の音声刺激のうち，2 つの刺激を続けて提示
して 1 つの物語作成を求めた第 10 刺激と第 15 刺激，および，物語の多様性が
明らかに低かった第 8 刺激を除いた 14 個を分析対象とした（表 6-3）。前者は
再構成後の APT の実施手続きや分析が煩雑になるのを防ぐためであり，後者は
投映法の刺激に求められる多義性を確保するためである。 
手続き APT の実施後，主要 5 因子性格検査（村上・村上，2001）への回
答を求めた。詳細は第三章を参照されたい。なお，音声刺激による APT は TAT
や P-F Study との類似が想定されたため，ロールシャッハ法との比較検討は行
っていない。 
分析方法・選定方法 研究 1 では TAT で用いられる指標や，APT 独自の指
標により各反応に対して評定を行った（表 6-4）。本研究では，これらの指標の
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（２）非音声刺激（研究 2，3より） 
実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女とも 30 名）を対象とした。 
聴覚刺激 研究 2，3で用いた 14個の非音声刺激を分析対象とした（表 6-5）。 
手続き APT の実施後，主要 5 因子性格検査（村上・村上，2001）に回答
を求めた。さらに，別の日程で，別の実験者がロールシャッハ法を実施した。 
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検者の心理過程が読み取りやすいようになっている。TAT も基本的な 20 枚の












 まず，Big Five と関連が見られた APT 指標を抜粋し，各刺激における該当
率あるいは標準偏差を算出した（表 6-7～表 6-10）。この該当率と標準偏差から
それぞれ 2，3 個ずつ指標の除外対象を選出する。該当率に関しては，「母親（的




すことができないと考え，合計値が大きかった方から第 2 刺激と第 13 刺激を
除外の対象とした。標準偏差に関しては，指標ごとに標準偏差が低かった刺激
を 3 つずつ選出し，選出された回数を刺激ごとに合計した。その合計値が大き
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かった刺激はパーソナリティに関連する反応を幅広く引き出すことができない
と考え，合計値が大きかった方から第 4刺激と第 6刺激と第 11刺激を除いた。 
次に，残った音声刺激を人物の属性の組み合せで分類すると，男性 2 人が 2
つ，女性 2 人が 3 つ，1 組の男女が 1 つ，母親と娘が 1 つ，父親と息子が 1 つ，
そして男性 1 人と女性 2 人の計 3 人のものが 1 つであった。また，刺激中の演
者の組み合せが重なっているのは第 1，12，17 刺激に登場する女性 2 人と，第
3，7 刺激に登場する男性 2 人であった。女性 2 人の組み合せが多いため，3 つ
の中でも物語の発展性が少ないと考えられる第 1 刺激を除くことにした。これ





まず，Big Five と関連が見られた APT 指標を抜粋し，各刺激における該当
率と標準偏差を算出した（表 6-11～表 6-14）。この該当率と標準偏差からそれ
ぞれ 1，2 個ずつ指標の除外対象を選出する。該当率に関しては，該当率 0%の


















表 6-7. 音声刺激で Big Five と関連した指標の該当率 
  
刺激 
1 2▲ 3 4 5 6 7 
内容面 
自己の内界に向ける関心 16.7  45.0  30.0  48.3  60.0  61.7  60.0  
母親（的人物）に向ける 
感情（言及） 
1.7  20.0  0.0  100.0  5.0  0.0  1.7  
標準的年齢設定 
からのずれ 
6.7  3.3  0.0  8.3  21.7  26.7  33.3  
背景音に対する情緒的
意味づけ（言及） 
18.3  31.7  5.0  15.0  31.7  1.7  1.7  
攻撃的内容 1.7  0.0  6.7  5.0  20.0  5.0  33.3  
自己言及 3.3  0.0  1.7  0.0  3.3  1.7  3.3  
主観的印象（対刺激） 1.7  5.0  13.3  1.7  1.7  3.3  3.3  
主観的印象（対人物） 3.3  1.7  1.7  0.0  0.0  0.0  1.7  
形式面 
語りの様式（移入形式） 40.0  70.0  61.7  75.0  81.7  80.0  81.7  
語りの様式（会話形式） 0.0  1.7  1.7  6.7  10.0  10.0  3.3  
複数の物語 10.0  0.0  8.3  8.3  8.3  13.3  5.0  
認知面 
聴空間の拡大・縮小 3.3  0.0  5.0  6.7  25.0  6.7  10.0  










表 6-8. 音声刺激で Big Five と関連した指標の該当率 
  
刺激 




43.3  43.3  55.0  41.7  68.3  76.7  46.7  
母親（的人物）に 
向ける感情（言及） 
0.0  3.3  1.7  0.0  100.0  20.0  3.3  
標準的年齢設定 
からのずれ 
21.7  1.7  6.7  8.3  8.3  5.0  18.3  
背景音に対する情緒
的意味づけ（言及） 
10.0  30.0  3.3  25.0  3.3  46.7  10.0  
攻撃的内容 13.3  3.3  8.3  50.0  21.7  18.3  5.0  
自己言及 1.7  1.7  8.3  3.3  3.3  1.7  0.0  
主観的印象（対刺激） 1.7  1.7  0.0  6.7  0.0  1.7  1.7  
主観的印象（対人物） 1.7  1.7  5.0  0.0  1.7  3.3  1.7  
形式面 
語りの様式（移入形式） 76.7  68.3  81.7  81.7  85.0  81.7  68.3  
語りの様式（会話形式） 8.3  0.0  10.0  10.0  6.7  20.0  3.3  
複数の物語 6.7  8.3  3.3  0.0  5.0  15.0  8.3  
認知面 
聴空間の拡大・縮小 21.7  8.3  3.3  8.3  11.7  11.7  5.0  
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表 6-9. 音声刺激で Big Five と関連した指標の標準偏差 
  
刺激 




0.64  0.53  0.55  0.46  0.63  0.56  0.68  
他者に向ける関心 0.28  0.32  0.49  0.22  0.46  0.56  0.56  
他者に向ける感情 
（性質） 
0.73  0.62  0.72  0.76  0.62  0.70  0.70  
母親（的人物）に向ける 
感情（性質） 
― 0.51  ― 0.78  0.58  ― ― 
導入人物の性質 
（性質） 
0.49  0.58  0.63  0.00  0.52  0.34  0.71  
形式面 
刺激の追加提示回数 0.13  0.18  0.13  0.00  0.18  0.00  0.00  
各刺激で下位 3位に 
該当した個数（合計値） 
2    2  4▲ 1  4▲ 3  




表 6-10. 音声刺激で Big Five と関連した指標の標準偏差 
  
刺激 




0.62  0.55  0.70  0.61  0.57  0.57  0.76  
他者に向ける関心 0.45  0.39  0.43  0.37  0.39  0.54  0.52  
他者に向ける感情 
（性質） 
0.73  0.74  0.72  0.43  0.68  0.88  0.71  
母親（的人物）に向ける 
感情（性質） 
0.70  0.00  ― ― 0.63  0.79  0.71  
導入人物の性質（性質） 0.71  0.38  0.75  0.81  0.61  0.76  0.76  
形式面 
刺激の追加提示回数 0.00  0.13  0.00  0.00  0.00  0.18  0.13  
各刺激で下位 3位に 
該当した個数（合計値） 
1  4▲ 2    3  0  0  
※ 「母親（的人物）に向ける感情（性質）」は第 12，13刺激で出現しなかった 
太字：各指標の中で標準偏差が下位 3位であったものを示す 
▲：除外の対象となった刺激を示す，薄字：既に除外対象となった刺激を示す 












30.0  41.7  31.7  65.0  41.7  60.0  50.0  
父親（的人物）に 
向ける感情（言及） 
0.0  8.3  33.3  15.0  11.7  21.7  11.7  
母親（的人物）に 
向ける感情（言及） 
3.3  6.7  88.3  5.0  5.0  30.0  5.0  
人物の導入 38.3  61.7  93.3  33.3  33.3  78.3  53.3  
主人公の導入 16.7  36.7  61.7  3.3  3.3  51.7  10.0  
動物の導入 1.7  5.0  1.7  3.3  1.7  0.0  0.0  
有音の背景音の 
取り込み 
20.0  13.3  0.0  41.7  0.0  3.3  45.0  
背景音に対する情緒
的意味づけ（言及） 
20.0  31.7  6.7  31.7  20.0  35.0  63.3  
背景音に対する情緒
的意味づけ（両価） 
0.0  3.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
攻撃的内容 1.7  11.7  1.7  1.7  13.3  45.0  3.3  
自己言及 0.0  5.0  0.0  3.3  5.0  3.3  0.0  
主観的印象 11.7  10.0  3.3  11.7  15.0  13.3  6.7  
物質の導入 31.7  30.0  45.0  25.0  36.7  31.7  38.3  
形式面 
反応の失敗・拒否 7.5  3.3  1.7  1.7  0.0  1.7  0.0  
語りの様式 
（移入形式） 
70.0  58.3  53.3  70.0  80.0  66.7  76.7  




16.7  3.3  15.0  15.0  13.3  5.0  3.3  

















55.0  51.7  43.3  56.7  70.0  51.7  51.7  
父親（的人物）に 
向ける感情（言及） 
15.0  8.3  25.0  10.0  13.3  15.0  28.3  
母親（的人物）に 
向ける感情（言及） 
5.0  8.3  25.0  10.0  8.3  28.3  35.0  
人物の導入 31.7  45.0  65.0  50.0  66.7  65.0  95.0  
主人公の導入 8.3  25.0  25.0  3.3  3.3  41.7  88.3  
動物の導入 0.0  6.7  0.0  1.7  3.3  0.0  15.0  
有音の背景音の 
取り込み 
0.0  61.7  8.3  0.0  66.7  3.3  56.7  
背景音に対する情緒
的意味づけ（言及） 
18.3  55.0  11.7  30.0  66.7  30.0  65.0  
背景音に対する情緒
的意味づけ（両価） 
1.7  3.3  0.0  1.7  0.0  0.0  6.7  
攻撃的内容 13.3  20.0  78.3  5.0  23.3  6.7  3.3  
自己言及 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  3.3  
主観的印象 8.3  21.7  6.7  10.0  5.0  5.0  5.0  
物質の導入 41.7  21.7  25.0  35.0  45.0  26.7  43.3  
形式面 
反応の失敗・拒否 3.3  1.7  0.0  0.0  0.0  1.7  1.7  
語りの様式 
（移入形式） 
65.0  66.7  68.3  78.3  68.3  53.3  73.3  




8.3  10.0  6.7  16.7  3.3  6.7  6.7  
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0.76  0.58  0.82  0.61  0.82  0.75  0.83  
他者に向ける感情 
（性質） 
0.56  0.41  0.54  0.42  0.78  0.64  0.69  
父親（的人物）に 
向ける感情（性質） 
― 0.45  0.51  0.88  0.69  0.55  0.82  
母親（的人物）に 
向ける感情（性質） 
0.00  0.00  0.61  1.15  0.58  0.54  1.00  
導入人物の性質（性質） 0.68  0.63  0.58  0.78  0.64  0.74  0.58  
結末の性質（性質） 0.63  0.57  0.57  0.72  0.58  0.54  0.55  
形式面 
初発反応時間（秒） 10.21  12.29  9.92  10.66  16.96  9.70  13.69  
各刺激で下位 2位に 
該当した個数（合計値） 
2 3▲ 0 0 0 2   













0.81  0.69  0.86  0.95  0.82  0.76  0.50  
他者に向ける感情 
（性質） 
0.66  0.79  0.51  0.67  0.71  0.79  0.40 
父親（的人物）に 
向ける感情（性質） 
0.67  0.84  0.52  0.52  0.35  0.50  0.51  
母親（的人物）に 
向ける感情（性質） 
0.58  0.84  0.68  0.75  0.71  0.51  0.60  
導入人物の性質（性質） 0.44  0.59  0.61  0.74  0.68  0.63  0.56  
結末の性質（性質） 0.57  0.55  0.66  0.61  0.75  0.64  0.57  
形式面 
初発反応時間（秒） 18.37  19.71  10.11  21.13  9.82  14.56  6.93  
各刺激で下位 2位に 
該当した個数（合計値） 
1 1   0 1 0 4▲ 
太字：各指標の中で標準偏差が下位 2位であったものを示す 
▲：除外の対象となった刺激を示す，薄字：既に除外対象となった刺激を示す 








した。その合計値の大きい方から第 1 刺激と第 6 刺激を除いた。これらの選出

































1 2 3▲ 4 5 6 7 
内容面 
動物の導入 0.0  5.0  1.7  3.3  1.7  0.0  0.0  
背景音に対する情緒的
意味づけ（言及） 
20.0  31.7  6.7  31.7  20.0  35.0  63.3  
主観的印象（対物語） 5.0  3.3  1.7  8.3  3.3  8.3  5.0  
食物反応 15.0  45.0  23.3  15.0  16.7  6.7  20.0  
物質の導入 31.7  30.0  45.0  25.0  36.7  31.7  38.3  
劇化反応 3.3  1.7  0.0  0.0  3.3  5.0  5.0  
形式面 
語りの様式（会話形式） 3.3  1.7  0.0  1.7  5.0  0.0  3.3  
複数の物語 3.3  6.7  5.0  10.0  8.3  8.3  5.0  
前の刺激や物語との 
関連づけ 




0.0  16.7  0.0  6.7  16.7  0.0  0.0  
触覚情報の性質（言及） 5.0  18.3  3.3  5.0  91.7  1.7  6.7  






















8 9 10 11 12 13 14 
内容面 
動物の導入 0.0  6.7  0.0  1.7  3.3  0.0  15.0  
背景音に対する情緒的
意味づけ（言及） 
18.3  55.0  11.7  30.0  66.7  30.0  65.0  
主観的印象（対物語） 3.3  8.3  1.7  5.0  1.7  5.0  3.3  
食物反応 5.0  11.7  5.0  11.7  20.0  1.7  30.0  
物質の導入 41.7  21.7  25.0  35.0  45.0  26.7  43.3  
劇化反応 3.3  8.3  5.0  0.0  6.7  3.3  3.3  
形式面 
語りの様式（会話形式） 3.3  1.7  1.7  0.0  3.3  0.0  6.7  
複数の物語 6.7  1.7  0.0  3.3  3.3  15.0  1.7  
前の刺激や物語との 
関連づけ 




5.0  10.0  1.7  5.0  6.7  1.7  1.7  
触覚情報の性質（言及） 1.7  5.0  0.0  98.3  46.7  10.0  23.3  
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― 0.45  0.51  0.88  0.69  0.55  0.82  
母親（的人物）に向ける 
感情（性質） 
0.00  0.00  0.61  1.15  0.58  0.54  1.00  
導入人物の性質（性質） 0.68  0.63  0.58  0.78  0.64  0.44  0.58  
形式面 
初発反応時間（秒） 10.21  12.29  9.92  10.66  16.96  9.70  13.69  
各刺激で下位 2位に 
該当した個数（合計値） 
2▲ 1   0 0 2▲ 0 













0.67  0.84  0.52  0.52  0.35  0.50  0.51  
母親（的人物）に向ける 
感情（性質） 
0.58  0.84  0.68  0.75  0.71  0.51  0.60  
導入人物の性質（性質） 0.74  0.59  0.61  0.74  0.68  0.63  0.56  
形式面 
初発反応時間（秒） 18.37  19.71  10.11  21.13  9.82  14.56  6.93  
各刺激で下位 2位に 
該当した個数（合計値） 
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（３）音声刺激および非音声刺激 
ここまでで，音声刺激では第 3，5，7，9，12，14，16，17 刺激の 8 つが，

















 最後の刺激に関しては，再び TAT を参照すると，カード 20 の他にもカード
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戸惑う被検者も多く，反応の失敗や拒否も稀ではない。これらに対して，音声
刺激の第 17 刺激はカード 20 に，非音声刺激の第 14 刺激はカード 12BG に似






 以上で 2つの刺激を改めて採用したため，非音声刺激の候補は 9つになった。
本研究では 7，8 つに絞り込むことを目指しているため，少なくとも 1 つ除く
必要が出て来た。9 つの刺激は，登場人物が男性と解釈されやすい刺激が多く，
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性 B「またねー！」，女性 A「また！」，＜足音＞。 
16 ヒグラシや鳥の鳴き声と沢の音が聴こえる。 
※ 網掛け部分は音声刺激，それ以外は非音声刺激である 
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第六章のまとめ 





































目的とする。具体的には，各刺激について SD 法（Semantic Differential 法）
による印象評定や音響学的な分析を行い，それぞれの特徴を明確化する。また，
研究 1～3 において微小音要素（物語に取り込む参加者の割合が 10%未満の音
要素）とされた音が，実際に聞き取られる程度をチェックリストにより明らか
にする。 






表 7-1. 音声刺激と非音声刺激の特徴の比較（表 6-1 を再掲） 







































は 99 名による母音・単語・文の自然な発声を素材とし，その声質に関して 18
個の形容詞対を用いて印象評定を行い，因子分析によって「美的」「高低」「声
量」の 3 因子を抽出している。佐藤・森島（1997）はテレビドラマから収録し
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 実施時期 2008 年 8 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
実験参加者 大学院生 5 名（男性 3 名，女性 2 名）を対象とした。 








手続き 実験室において，参加者 1～3 名に対し，スピーカー（ONKYO 
WAVIO GX-D90）を通して 1 つずつ聴覚刺激を提示した（図 7-1）。この際，
再生元の MD ウォークマン（SONY Hi-MD WALKMAN MZ-RH1）とスピー
カーの音量は一定であった。各刺激の提示後に，参加者ごとに印象評定および






















































図 7-1. 実験室の配置 
P1～3：実験参加者 E：実験者 MD：MDウォークマン 
※ 実験者はスピーカー（ONKYO WAVIO GX-D90）に接続したMD ウォークマン
（SONY Hi-MD WALKMAN MZ-RH1）を操作して聴覚刺激を再生した。スピー
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表 7-2. 予備実験により選定された形容詞対 
 
 
濁った ‐ 澄んだ 
長さを感じる ‐ 瞬間的な 
印象に残らない ‐ インパクトのある 
ばらばらな ‐ まとまった 
冷たい ‐ 暖かい 
静かな ‐ 騒々しい 
嬉しい ‐ 悲しい 
親しみのある ‐ 親しみのない 
眠くなるような ‐ 目が覚めるような 
自然な ‐ 人工的な 
不安な ‐ 安心した 
情景が思い浮かぶ ‐ 情景が思い浮かばない 
柔らかい ‐ 硬い 
腹が立った ‐ 気が和んだ 
非日常的な ‐ 日常的な 
変化のある ‐ 安定した 
快い ‐ 不快な 
曖昧な ‐ 明瞭な 
広がりのある ‐ 窮屈な 
軽やかな ‐ 重い 
生気のない ‐ いきいきとした 
ざらざらした ‐ なめらかな 
うきうきした ‐ 憂うつな 
気が抜けた ‐ 緊張した 
単純な ‐ 複雑な 
暗い ‐ 明るい 
臨場感がない ‐ 臨場感がある 
落ち着いた ‐ 苛々した 
奥行きのある ‐ 平面的な 
ゆっくりした ‐ 勢いのある 
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７－５ 本実験の目的 
 








 実施時期 2008 年 9～11 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
実験参加者 大学生・大学院生 56 名（男性 22 名，女性 34 名）を対象とし
た。 




手続き 予備実験と同様に，参加者 1～3 名に対して 16 個の聴覚刺激を 1 回
ずつ提示し，形容詞対による印象評定と微小音要素のチェックリストへの回答
を求めた。なお，順序効果を確認するため，前半の 30 名では刺激番号順に刺
激を提示し，後半の 26 名では提示順序をランダム化した。 
分析方法 印象評定については因子分析を行い，聴覚刺激の特徴を抽出した。
微小音要素については，聞き取れたと回答した参加者の人数の割合を算出し，
研究 1，2 において物語に取り込んだ参加者の人数の割合と比較した。 
音響分析 以上の実験とは別に，Paul & David（2011）によって開発された
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７－７ 本実験の結果 
 
まず，刺激の提示順序（固定 30 名，ランダム 26 名）による印象評定の平均
値に差があるかを t 検定により検討した。その結果，有意差が認められた項目
はあったが，全体の 5%にも満たなかった。このため，以下では提示順序によ
る区別はせずに参加者 56 名を分析の対象とする。 
次に，形容詞対 30 項目について因子分析（主因子法，プロマックス回転）
を行った（N=56 名×16 刺激=896）。スクリープロットおよび初期解における固
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の平均値と標準偏差を示す（表 7-5～7-21）。下位尺度得点と各項目の評定値に
ついては，1 サンプルによる t 検定により，平均値と 6 件法の中点である 3.5
に有意な差があるか検討した。t 検定により，刺激の種類による差（音声刺激 8
個，非音声刺激 8 個）と性差（男性 22 名，女性 34 名）が確認された項目もあ
ったため，それらも同じ表中に記載した。 
微小音要素のチェックリストについては表 7-22 に，音響分析については表
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表 7-3. 因子パターン行列（主因子法・プロマックス回転） 
 
 
表 7-4. 因子相関行列 
因子 Ⅰ肯定的情緒性 Ⅱ力動性 Ⅲ簡明性 Ⅳ異質性 Ⅴ空間性 
Ⅰ肯定的情緒性  －0.57 0.23 0.56 0.16 
Ⅱ力動性   0.06 －0.21 0.07 
Ⅲ簡明性    0.26 0.22 
Ⅳ異質性     －0.05 




Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
肯定的 
情緒性 
力動性 簡明性 異質性 空間性 
                  
うきうきした － 憂うつな －1.07 －0.22 0.02 0.19 0.07 0.72 
暗い － 明るい 0.96 0.31 －0.12 0.11 －0.05 0.75 
嬉しい － 悲しい －0.87 －0.08 －0.07 0.16 0.10 0.57 
軽やかな － 重い －0.85 －0.16 0.16 －0.10 0.05 0.63 
不安な － 安心した 0.75 －0.13 0.06 0.04 －0.07 0.74 
生気のない － いきいきとした 0.59 0.24 0.15 0.21 0.18 0.58 
快い － 不快な －0.58 0.32 －0.10 －0.01 －0.07 0.71 
腹が立った － 気が和んだ 0.50 －0.41 0.07 －0.06 0.11 0.66 
冷たい － 暖かい 0.50 －0.23 0.10 0.08 0.10 0.57 
気が抜けた － 緊張した －0.46 0.29 0.26 －0.15 0.06 0.58 
ざらざらした － なめらかな 0.43 －0.24 0.32 －0.16 0.03 0.43 
ゆっくりした － 勢いのある 0.25 0.85 －0.05 0.06 －0.01 0.53 
眠くなるような － 目が覚めるような 0.11 0.72 0.30 －0.05 0.11 0.61 
落ち着いた － 苛々した －0.32 0.58 －0.14 0.18 －0.01 0.59 
変化のある － 安定した －0.01 －0.57 0.19 0.21 －0.22 0.51 
自然な － 人工的な －0.02 0.46 －0.15 －0.21 －0.13 0.36 
柔らかい － 硬い －0.37 0.39 0.04 0.00 －0.23 0.52 
長さを感じる － 瞬間的な 0.03 0.38 0.35 0.09 －0.22 0.29 
ばらばらな － まとまった －0.03 －0.21 0.76 －0.10 －0.18 0.53 
印象に残らない － インパクトのある －0.17 0.23 0.56 －0.16 0.28 0.59 
曖昧な － 明瞭な 0.11 0.22 0.50 0.39 －0.05 0.58 
濁った － 澄んだ 0.34 0.01 0.40 0.07 －0.08 0.36 
単純な － 複雑な －0.09 0.16 －0.39 －0.14 0.37 0.36 






－0.15 0.10 0.10 0.73 0.19 0.50 
親しみのない － 親しみのある 0.15 －0.30 0.09 0.53 0.10 0.66 
平面的な － 奥行きのある －0.02 －0.06 －0.17 0.08 0.71 0.47 
窮屈な － 広がりのある 0.37 －0.19 －0.21 －0.05 0.51 0.51 
臨場感がある － 臨場感がない 0.10 －0.29 －0.07 －0.32 －0.48 0.40 
  
      
固有値 8.71 5.91 2.72 4.53 1.72   
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表 7-5. 16 刺激全体の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および刺激
の種類による差と性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 




Ⅰ 肯定的情緒性 3.26▽ ± 0.91 
 
  
憂うつな － うきうきした 2.89▽ ± 1.11 
  
暗い － 明るい 3.11▽ ± 1.26 非音声＜音声 
 
悲しい － 嬉しい 3.08▽ ± 0.97 
  
重い － 軽やかな 3.03▽ ± 1.29 
  
不安な － 安心した 3.08▽ ± 1.30 
 
女＜男 
生気のない － いきいきとした 3.86▲ ± 1.28 非音声＜音声 
 
不快な － 快い 3.28▽ ± 1.15 音声＜非音声 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.61▲ ± 1.06 音声＜非音声 
 
冷たい － 暖かい 3.28▽ ± 1.31 
  
緊張した － 気が抜けた 3.14▽ ± 1.28 
  
ざらざらした － なめらかな 3.50 ± 1.08 
  
Ⅱ 力動性 3.32▽ ± 0.84 非音声＜音声 女＜男 
ゆっくりした － 勢いのある 3.27▽ ± 1.24 非音声＜音声 女＜男 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.52 ± 1.23 非音声＜音声 女＜男 
落ち着いた － 苛々した 3.37▽ ± 1.19 非音声＜音声 女＜男 
安定した － 変化のある 3.20▽ ± 1.31 非音声＜音声 
 
自然な － 人工的な 3.22▽ ± 1.38 
  
柔らかい － 硬い 3.54 ± 1.27 
  
長さを感じる － 瞬間的な 3.13▽ ± 1.33 非音声＜音声 
 
Ⅲ 簡明性 3.56▲ ± 0.86 非音声＜音声 女＜男 
ばらばらな － まとまった 3.63▲ ± 1.38 非音声＜音声 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.61▲ ± 1.28 非音声＜音声 女＜男 
曖昧な － 明瞭な 3.73▲ ± 1.41 非音声＜音声 女＜男 
濁った － 澄んだ 3.31▽ ± 1.33 
  
複雑な － 単純な 3.54 ± 1.26 非音声＜音声 
 
Ⅳ 異質性 2.87▽ ± 1.12 音声＜非音声   






2.37▽ ± 1.41 音声＜非音声 
 
親しみのある － 親しみのない 3.39▽ ± 1.33 音声＜非音声 
 
Ⅴ 空間性 3.91▲ ± 0.91 音声＜非音声   
平面的な － 奥行きのある 3.98▲ ± 1.25 音声＜非音声 
 
窮屈な － 広がりのある 3.55 ± 1.32 音声＜非音声 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.21▲ ± 1.19 非音声＜音声 女＜男 
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表 7-6. 第 1 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性 3.55  ± 0.56    
憂うつな － うきうきした 3.54  ± 0.97  
 
暗い － 明るい 4.14▲ ± 1.05  
 
悲しい － 嬉しい 3.57  ± 0.66  
 
重い － 軽やかな 3.89▲ ± 1.12  
 
不安な － 安心した 3.30  ± 0.93  女＜男 
生気のない － いきいきとした 3.98▲ ± 1.24  
 
不快な － 快い 3.38  ± 0.71  
 
腹が立った － 気が和んだ 3.61  ± 0.85  
 
冷たい － 暖かい 3.29  ± 1.00  
 
緊張した － 気が抜けた 3.27▽ ± 0.80  
 
ざらざらした － なめらかな 2.79▽ ± 0.89  女＜男 
Ⅱ 力動性   3.80▲ ± 0.58    
ゆっくりした － 勢いのある 4.13▲ ± 0.99  
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.70  ± 0.97  
 
落ち着いた － 苛々した 3.86▲ ± 0.84  
 
安定した － 変化のある 3.39  ± 1.29  
 
自然な － 人工的な 4.48▲ ± 1.35  女＜男 
柔らかい － 硬い 4.34▲ ± 1.00  
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.71▽ ± 1.09  
 
Ⅲ 簡明性   2.89▽ ± 0.56    
ばらばらな － まとまった 2.25▽ ± 1.32  
 
印象に残らない － インパクトのある 2.88▽ ± 1.06  
 
曖昧な － 明瞭な 3.63  ± 1.11 
 
濁った － 澄んだ 2.79▽ ± 1.02  
 
複雑な － 単純な 2.93▽ ± 1.26  
 
Ⅳ 異質性   2.05▽ ± 0.68    
日常的な － 非日常的な 1.36▽ ± 0.67  
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.52▽ ± 0.97  
 
親しみのある － 親しみのない 3.27  ± 1.36  
 
Ⅴ 空間性   4.32▲ ± 0.83    
平面的な － 奥行きのある 4.30▲ ± 1.39  
 
窮屈な － 広がりのある 3.82  ± 1.28  
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.82▲ ± 1.06  
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表 7-7. 第 2 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性 3.36  ± 0.82   
憂うつな － うきうきした 3.38  ± 0.89 
 
暗い － 明るい 3.05▽ ± 1.17 
 
悲しい － 嬉しい 3.84▲ ± 0.97 
 
重い － 軽やかな 2.77▽ ± 1.04 
 
不安な － 安心した 3.61  ± 1.27 
 
生気のない － いきいきとした 3.82▲ ± 1.01 
 
不快な － 快い 3.45  ± 0.91 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.68  ± 1.05 
 
冷たい － 暖かい 3.02▽ ± 1.07 
 
緊張した － 気が抜けた 3.00▽ ± 1.29 
 
ざらざらした － なめらかな 3.34  ± 1.00 
 
Ⅱ 力動性   3.57  ± 0.67 
 
ゆっくりした － 勢いのある 2.95▽ ± 0.96 女＜男 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.96▲ ± 0.99 
 
落ち着いた － 苛々した 3.00▽ ± 1.14 
 
安定した － 変化のある 3.34  ± 1.16 
 
自然な － 人工的な 3.70  ± 1.39 
 
柔らかい － 硬い 4.04▲ ± 1.08 
 
長さを感じる － 瞬間的な 4.02▲ ± 1.07 
 
Ⅲ 簡明性   4.03▲ ± 0.63 
 
ばらばらな － まとまった 4.68▲ ± 0.88 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.02▲ ± 1.20 
 
曖昧な － 明瞭な 4.32▲ ± 1.13 
 
濁った － 澄んだ 3.38  ± 1.12 
 
複雑な － 単純な 3.73  ± 1.20 
 
Ⅳ 異質性   3.24▽ ± 0.89 
 
日常的な － 非日常的な 3.57  ± 1.45 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 2.23▽ ± 1.11 
 
親しみのある － 親しみのない 3.91▲ ± 1.15 
 
Ⅴ 空間性   3.32  ± 0.73 女＜男 
平面的な － 奥行きのある 3.09▽ ± 1.12 
 
窮屈な － 広がりのある 2.84▽ ± 0.88 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.02▲ ± 1.20 
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表 7-8. 第 3 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.59▽ ± 0.56   
憂うつな － うきうきした 2.34▽ ± 0.72 
 
暗い － 明るい 1.98▽ ± 0.82 
 
悲しい － 嬉しい 2.55▽ ± 0.66 
 
重い － 軽やかな 2.14▽ ± 1.10 
 
不安な － 安心した 2.29▽ ± 0.97 
 
生気のない － いきいきとした 2.79▽ ± 1.02 
 
不快な － 快い 2.93▽ ± 0.85 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.34  ± 0.61 
 
冷たい － 暖かい 2.48▽ ± 0.85 
 
緊張した － 気が抜けた 2.48▽ ± 1.26 
 
ざらざらした － なめらかな 3.16▽ ± 0.83 
 
Ⅱ 力動性   3.31▽ ± 0.69 女＜男 
ゆっくりした － 勢いのある 2.48▽ ± 1.10 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.16▽ ± 1.17 
 
落ち着いた － 苛々した 3.29  ± 1.09 
 
安定した － 変化のある 3.70  ± 1.19 
 
自然な － 人工的な 3.50  ± 1.14 
 
柔らかい － 硬い 4.21▲ ± 1.06 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.82▽ ± 1.05 
 
Ⅲ 簡明性   3.22▽ ± 0.79   
ばらばらな － まとまった 3.59  ± 1.19 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.55  ± 1.45 
 
曖昧な － 明瞭な 2.70▽ ± 1.26 
 
濁った － 澄んだ 2.70▽ ± 1.16 
 
複雑な － 単純な 3.55  ± 1.09 
 
Ⅳ 異質性   3.85▲ ± 1.02   
日常的な － 非日常的な 3.64  ± 1.24 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 3.70  ± 1.54 
 
親しみのある － 親しみのない 4.20▲ ± 1.18 
 
Ⅴ 空間性   3.71▲ ± 0.76   
平面的な － 奥行きのある 3.98▲ ± 1.09 
 
窮屈な － 広がりのある 3.21  ± 1.19 
 
臨場感がない － 臨場感がある 3.93▲ ± 1.17 
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表 7-9. 第 4 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.44 ± 0.76   
憂うつな － うきうきした 2.88▽ ± 0.76 
 
暗い － 明るい 3.52 ± 0.95 
 
悲しい － 嬉しい 2.98▽ ± 0.84 
 
重い － 軽やかな 3.18▽ ± 1.10 
 
不安な － 安心した 3.46  ± 1.04 
 
生気のない － いきいきとした 4.52▲ ± 0.95 
 
不快な － 快い 3.38  ± 1.05 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.36  ± 1.17 
 
冷たい － 暖かい 3.82  ± 1.25 
 
緊張した － 気が抜けた 3.00▽ ± 1.04 
 
ざらざらした － なめらかな 3.79▲ ± 1.00 
 
Ⅱ 力動性   3.58 ± 0.66   
ゆっくりした － 勢いのある 3.75  ± 1.12 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 4.29▲ ± 0.99 
 
落ち着いた － 苛々した 3.91▲ ± 1.24 
 
安定した － 変化のある 2.96▽ ± 0.97 
 
自然な － 人工的な 2.75▽ ± 1.10 
 
柔らかい － 硬い 3.21  ± 1.28 
 
長さを感じる － 瞬間的な 4.18▲ ± 1.03 
 
Ⅲ 簡明性   4.40▲ ± 0.55   
ばらばらな － まとまった 4.54▲ ± 0.87 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.13▲ ± 0.99 
 
曖昧な － 明瞭な 5.04▲ ± 0.89 
 
濁った － 澄んだ 4.05▲ ± 1.03 
 
複雑な － 単純な 4.25▲ ± 0.96 男＜女 
Ⅳ 異質性   1.96▽ ± 0.63   
日常的な － 非日常的な 1.82▽ ± 0.83 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.48▽ ± 0.63 
 
親しみのある － 親しみのない 2.59▽ ± 1.04 
 
Ⅴ 空間性   3.77▲ ± 0.75   
平面的な － 奥行きのある 3.45  ± 0.95 
 
窮屈な － 広がりのある 3.21  ± 1.16 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.64▲ ± 1.14 女＜男 
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表 7-10. 第 5 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.69▽ ± 0.58   
憂うつな － うきうきした 1.84▽ ± 0.80 
 
暗い － 明るい 2.32▽ ± 0.92 女＜男 
悲しい － 嬉しい 2.34▽ ± 0.82 
 
重い － 軽やかな 2.23▽ ± 0.83 
 
不安な － 安心した 2.54▽ ± 1.03 
 
生気のない － いきいきとした 2.73▽ ± 1.12 
 
不快な － 快い 2.84▽ ± 0.99 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.30  ± 0.74 
 
冷たい － 暖かい 2.91▽ ± 0.90 
 
緊張した － 気が抜けた 3.59  ± 1.06 
 
ざらざらした － なめらかな 2.91▽ ± 0.96 
 
Ⅱ 力動性   3.18▽ ± 0.47 女＜男 
ゆっくりした － 勢いのある 3.00▽ ± 0.97 女＜男 
眠くなるような － 目が覚めるような 2.77▽ ± 1.13 女＜男 
落ち着いた － 苛々した 3.71  ± 0.95 
 
安定した － 変化のある 2.96▽ ± 1.03 
 
自然な － 人工的な 3.84▲ ± 1.14 
 
柔らかい － 硬い 3.77▲ ± 0.81 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.20▽ ± 1.00 
 
Ⅲ 簡明性   2.69▽ ± 0.66 女＜男 
ばらばらな － まとまった 2.71▽ ± 1.20 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.00▽ ± 1.01 
 
曖昧な － 明瞭な 2.64▽ ± 1.26 女＜男 
濁った － 澄んだ 2.29▽ ± 0.91 女＜男 
複雑な － 単純な 2.80▽ ± 1.10 
 
Ⅳ 異質性   3.05▽ ± 1.00   
日常的な － 非日常的な 2.63▽ ± 1.15 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 2.80▽ ± 1.49 
 
親しみのある － 親しみのない 3.71  ± 1.12 
 
Ⅴ 空間性   3.78▲ ± 0.81   
平面的な － 奥行きのある 3.98▲ ± 1.12 
 
窮屈な － 広がりのある 3.34  ± 1.25 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.02▲ ± 1.09 女＜男 
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表 7-11. 第 6 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.54▽ ± 0.56   
憂うつな － うきうきした 2.18▽ ± 0.88 
 
暗い － 明るい 2.27▽ ± 0.92 男＜女 
悲しい － 嬉しい 2.61▽ ± 0.71 
 
重い － 軽やかな 2.23▽ ± 1.03 
 
不安な － 安心した 1.96▽ ± 0.81 
 
生気のない － いきいきとした 3.77▲ ± 0.87 
 
不快な － 快い 2.26▽ ± 0.69 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.00▽ ± 0.61 
 
冷たい － 暖かい 2.36▽ ± 1.09 
 
緊張した － 気が抜けた 2.09▽ ± 0.84 
 
ざらざらした － なめらかな 2.96▽ ± 0.91 
 
Ⅱ 力動性   4.11▲ ± 0.60   
ゆっくりした － 勢いのある 4.27▲ ± 0.84 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 4.36▲ ± 1.00 
 
落ち着いた － 苛々した 4.14▲ ± 0.86 
 
安定した － 変化のある 4.16▲ ± 1.25 
 
自然な － 人工的な 3.73  ± 1.15 
 
柔らかい － 硬い 4.07▲ ± 0.89 
 
長さを感じる － 瞬間的な 4.04▲ ± 1.06 
 
Ⅲ 簡明性   3.60  ± 0.66   
ばらばらな － まとまった 3.75  ± 1.19 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.54▲ ± 1.19 
 
曖昧な － 明瞭な 3.68  ± 1.27 
 
濁った － 澄んだ 3.09▽ ± 1.07 
 
複雑な － 単純な 2.96▽ ± 0.97 
 
Ⅳ 異質性   3.67  ± 0.78 
 
日常的な － 非日常的な 4.32▲ ± 1.34 女＜男 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 2.38▽ ± 1.05 
 
親しみのある － 親しみのない 4.30▲ ± 1.09 
 
Ⅴ 空間性   3.90▲ ± 0.73   
平面的な － 奥行きのある 3.98▲ ± 1.10 
 
窮屈な － 広がりのある 3.25  ± 1.10 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.46▲ ± 1.03 
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表 7-12. 第 7 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.55▽ ± 0.61   
憂うつな － うきうきした 2.29▽ ± 0.80 
 
暗い － 明るい 2.11▽ ± 0.80 
 
悲しい － 嬉しい 2.71▽ ± 0.65 
 
重い － 軽やかな 2.39▽ ± 1.06 
 
不安な － 安心した 2.18▽ ± 1.08 
 
生気のない － いきいきとした 2.77▽ ± 0.99 
 
不快な － 快い 2.89▽ ± 0.98 女＜男 
腹が立った － 気が和んだ 3.25▽ ± 0.72 
 
冷たい － 暖かい 1.80▽ ± 0.80 
 
緊張した － 気が抜けた 2.07▽ ± 1.02 女＜男 
ざらざらした － なめらかな 3.54  ± 0.95 
 
Ⅱ 力動性   3.72▲ ± 0.61   
ゆっくりした － 勢いのある 2.82▽ ± 0.99 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.95▲ ± 1.18 
 
落ち着いた － 苛々した 3.29  ± 1.00 
 
安定した － 変化のある 3.36  ± 1.21 
 
自然な － 人工的な 4.14▲ ± 1.15 
 
柔らかい － 硬い 4.98▲ ± 1.00 
 
長さを感じる － 瞬間的な 3.52  ± 1.22 
 
Ⅲ 簡明性   4.09▲ ± 0.68   
ばらばらな － まとまった 4.16▲ ± 1.17 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.05▲ ± 1.20 
 
曖昧な － 明瞭な 4.04▲ ± 1.32 
 
濁った － 澄んだ 4.21▲ ± 1.17 男＜女 
複雑な － 単純な 3.96▲ ± 1.14 
 
Ⅳ 異質性   3.33  ± 0.98   
日常的な － 非日常的な 3.68  ± 1.35 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 2.14▽ ± 1.02 
 
親しみのある － 親しみのない 4.16▲ ± 1.26 
 
Ⅴ 空間性   3.83▲ ± 0.88   
平面的な － 奥行きのある 4.05▲ ± 1.31 
 
窮屈な － 広がりのある 3.07▽ ± 1.20 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.38▲ ± 1.12 
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表 7-13. 第 8 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.33  ± 0.72   
憂うつな － うきうきした 2.68▽ ± 0.94 
 
暗い － 明るい 3.34  ± 1.13 
 
悲しい － 嬉しい 2.96▽ ± 0.85 
 
重い － 軽やかな 2.79▽ ± 0.91 
 
不安な － 安心した 3.34  ± 1.16 
 
生気のない － いきいきとした 4.30▲ ± 1.06 
 
不快な － 快い 3.32  ± 0.99 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.64  ± 0.86 
 
冷たい － 暖かい 3.88▲ ± 1.10 
 
緊張した － 気が抜けた 2.98▽ ± 0.98 
 
ざらざらした － なめらかな 3.45  ± 0.85 
 
Ⅱ 力動性   3.14▽ ± 0.55   
ゆっくりした － 勢いのある 3.11▽ ± 1.07 女＜男 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.41  ± 0.85 
 
落ち着いた － 苛々した 3.32  ± 0.97 
 
安定した － 変化のある 3.25  ± 1.01 女＜男 
自然な － 人工的な 2.57▽ ± 0.91 
 
柔らかい － 硬い 3.02▽ ± 1.07 
 
長さを感じる － 瞬間的な 3.30  ± 1.09 
 
Ⅲ 簡明性   3.36  ± 0.67   
ばらばらな － まとまった 3.23  ± 1.14 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.75  ± 1.01 
 
曖昧な － 明瞭な 3.43  ± 1.13 女＜男 
濁った － 澄んだ 3.04▽ ± 1.14 
 
複雑な － 単純な 3.38  ± 1.09 男＜女 
Ⅳ 異質性   2.33▽ ± 0.86   
日常的な － 非日常的な 2.25▽ ± 1.00 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.91▽ ± 1.01 
 
親しみのある － 親しみのない 2.82▽ ± 1.06 
 
Ⅴ 空間性   4.24▲ ± 0.77   
平面的な － 奥行きのある 4.43▲ ± 1.02 
 
窮屈な － 広がりのある 4.00▲ ± 1.13 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.29▲ ± 0.95 
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表 7-14. 第 9 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.52  ± 0.62   
憂うつな － うきうきした 3.30  ± 1.04 
 
暗い － 明るい 4.04▲ ± 0.97 
 
悲しい － 嬉しい 3.13▽ ± 0.76 
 
重い － 軽やかな 3.93▲ ± 0.91 
 
不安な － 安心した 3.23▽ ± 0.71 
 
生気のない － いきいきとした 4.68▲ ± 0.94 
 
不快な － 快い 2.82▽ ± 0.92 
 
腹が立った － 気が和んだ 3.09▽ ± 1.10 
 
冷たい － 暖かい 3.16▽ ± 1.07 
 
緊張した － 気が抜けた 3.86▲ ± 1.00 
 
ざらざらした － なめらかな 3.48  ± 0.93 
 
Ⅱ 力動性   3.48  ± 0.53 女＜男 
ゆっくりした － 勢いのある 3.84▲ ± 0.95 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.68  ± 0.94 女＜男 
落ち着いた － 苛々した 3.95▲ ± 0.96 
 
安定した － 変化のある 3.66  ± 1.15 
 
自然な － 人工的な 3.20  ± 1.34 
 
柔らかい － 硬い 3.25  ± 0.96 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.82▽ ± 1.15 
 
Ⅲ 簡明性   3.17▽ ± 0.64   
ばらばらな － まとまった 2.52▽ ± 1.10 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.23  ± 1.08 
 
曖昧な － 明瞭な 3.86▲ ± 1.20 
 
濁った － 澄んだ 2.71▽ ± 1.11 
 
複雑な － 単純な 3.52  ± 1.35 
 
Ⅳ 異質性   2.21▽ ± 0.72   
日常的な － 非日常的な 2.02▽ ± 0.94 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.61▽ ± 0.78 
 
親しみのある － 親しみのない 3.02▽ ± 1.14 
 
Ⅴ 空間性   4.03▲ ± 0.84   
平面的な － 奥行きのある 4.02▲ ± 1.12 
 
窮屈な － 広がりのある 3.66  ± 1.13 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.41▲ ± 1.19 
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表 7-15. 第 10 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.74▽ ± 0.79   
憂うつな － うきうきした 2.52▽ ± 1.06 
 
暗い － 明るい 2.38▽ ± 1.12 
 
悲しい － 嬉しい 2.59▽ ± 0.80 
 
重い － 軽やかな 2.46▽ ± 1.13 
 
不安な － 安心した 2.21▽ ± 1.09 
 
生気のない － いきいきとした 3.52  ± 1.21 
 
不快な － 快い 2.59▽ ± 1.12 女＜男 
腹が立った － 気が和んだ 3.27▽ ± 0.80 女＜男 
冷たい － 暖かい 2.41▽ ± 1.07 
 
緊張した － 気が抜けた 2.64▽ ± 1.10 
 
ざらざらした － なめらかな 3.52  ± 1.32 
 
Ⅱ 力動性   3.48  ± 0.78 男＜女 
ゆっくりした － 勢いのある 3.63  ± 1.23 男＜女 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.86▲ ± 1.31 男＜女 
落ち着いた － 苛々した 3.82▲ ± 0.97 男＜女 
安定した － 変化のある 4.34▲ ± 1.30 
 
自然な － 人工的な 3.00▽ ± 1.35 
 
柔らかい － 硬い 3.38  ± 1.02 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.36▽ ± 1.15 
 
Ⅲ 簡明性   2.80▽ ± 0.70   
ばらばらな － まとまった 2.45▽ ± 1.16 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.02▲ ± 1.23 
 
曖昧な － 明瞭な 2.64▽ ± 1.10 
 
濁った － 澄んだ 2.55▽ ± 1.40 
 
複雑な － 単純な 2.36▽ ± 1.17 
 
Ⅳ 異質性   4.15▲ ± 1.11 
 
日常的な － 非日常的な 4.32▲ ± 1.27 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 3.63  ± 1.53 
 
親しみのある － 親しみのない 4.52▲ ± 1.22 男＜女 
Ⅴ 空間性   4.59▲ ± 0.72   
平面的な － 奥行きのある 4.88▲ ± 0.94 
 
窮屈な － 広がりのある 4.64▲ ± 1.09 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.25▲ ± 1.05 
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表 7-16. 第 11 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   2.54▽ ± 0.56   
憂うつな － うきうきした 2.02▽ ± 0.84 
 
暗い － 明るい 2.63▽ ± 0.84 
 
悲しい － 嬉しい 2.43▽ ± 0.74 
 
重い － 軽やかな 2.20▽ ± 0.98 
 
不安な － 安心した 2.23▽ ± 0.89 
 
生気のない － いきいきとした 3.96▲ ± 1.09 男＜女 
不快な － 快い 2.23▽ ± 0.93 
 
腹が立った － 気が和んだ 2.54▽ ± 0.81 
 
冷たい － 暖かい 2.68▽ ± 0.99 
 
緊張した － 気が抜けた 2.09▽ ± 1.07 
 
ざらざらした － なめらかな 2.96▽ ± 0.95 
 
Ⅱ 力動性   4.35▲ ± 0.51   
ゆっくりした － 勢いのある 4.80▲ ± 0.82 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 4.68▲ ± 1.05 
 
落ち着いた － 苛々した 4.66▲ ± 0.82 
 
安定した － 変化のある 3.61  ± 1.14 
 
自然な － 人工的な 3.64  ± 1.17 
 
柔らかい － 硬い 4.63▲ ± 0.86 
 
長さを感じる － 瞬間的な 4.45▲ ± 1.09 
 
Ⅲ 簡明性   4.19▲ ± 0.74   
ばらばらな － まとまった 4.43▲ ± 1.13 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.30▲ ± 1.19 
 
曖昧な － 明瞭な 4.63▲ ± 1.21 
 
濁った － 澄んだ 3.73  ± 1.21 男＜女 
複雑な － 単純な 3.88▲ ± 1.29 
 
Ⅳ 異質性   2.80▽ ± 0.78   
日常的な － 非日常的な 2.84▽ ± 1.12 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.79▽ ± 0.85 
 
親しみのある － 親しみのない 3.79  ± 1.23 
 
Ⅴ 空間性   3.11▽ ± 0.63   
平面的な － 奥行きのある 2.91▽ ± 1.03 
 
窮屈な － 広がりのある 2.09▽ ± 0.79 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.34▲ ± 1.10 
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表 7-17. 第 12 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.43   ± 0.61   
憂うつな － うきうきした 3.07▽ ± 0.83 
 
暗い － 明るい 3.23▽ ± 0.93 
 
悲しい － 嬉しい 3.16▽ ± 0.63 
 
重い － 軽やかな 3.50   ± 1.06 
 
不安な － 安心した 3.21▽ ± 0.99 
 
生気のない － いきいきとした 3.27  ± 1.05 
 
不快な － 快い 3.61  ± 0.91 
 
腹が立った － 気が和んだ 4.00▲ ± 0.83 
 
冷たい － 暖かい 3.34  ± 0.96 
 
緊張した － 気が抜けた 3.68  ± 1.13 
 
ざらざらした － なめらかな 3.66  ± 1.08 
 
Ⅱ 力動性   2.73▽ ± 0.64   
ゆっくりした － 勢いのある 2.70▽ ± 0.99 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 2.34▽ ± 1.07 
 
落ち着いた － 苛々した 2.84▽ ± 1.06 
 
安定した － 変化のある 2.75▽ ± 1.28 
 
自然な － 人工的な 3.21   ± 1.17 
 
柔らかい － 硬い 2.95▽ ± 1.05 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.32▽ ± 0.99 
 
Ⅲ 簡明性   2.89▽ ± 0.77 
 
ばらばらな － まとまった 3.52   ± 1.28 
 
印象に残らない － インパクトのある 2.29▽ ± 1.12 
 
曖昧な － 明瞭な 2.09▽ ± 1.00 
 
濁った － 澄んだ 2.93▽ ± 1.11 
 
複雑な － 単純な 3.63   ± 1.27 
 
Ⅳ 異質性   3.67   ± 0.96   
日常的な － 非日常的な 2.95▽ ± 1.13 女＜男 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 4.34▲ ± 1.49 
 
親しみのある － 親しみのない 3.71  ± 1.17 
 
Ⅴ 空間性   3.23▽ ± 0.70   
平面的な － 奥行きのある 3.27  ± 1.17 
 
窮屈な － 広がりのある 3.32  ± 1.16 
 
臨場感がない － 臨場感がある 3.09▽ ± 1.12 
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表 7-18. 第 13 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.29  ± 0.78   
憂うつな － うきうきした 2.79▽ ± 1.11 
 
暗い － 明るい 3.00▽ ± 1.16 
 
悲しい － 嬉しい 2.84▽ ± 0.93 
 
重い － 軽やかな 2.98▽ ± 1.26 
 
不安な － 安心した 2.98▽ ± 1.15 
 
生気のない － いきいきとした 3.38  ± 1.15 
 
不快な － 快い 3.55  ± 1.04 
 
腹が立った － 気が和んだ 4.04▲ ± 0.74 
 
冷たい － 暖かい 3.57  ± 1.08 
 
緊張した － 気が抜けた 3.46  ± 1.03 
 
ざらざらした － なめらかな 3.63 ± 0.89 
 
Ⅱ 力動性   3.19▽ ± 0.61   
ゆっくりした － 勢いのある 2.79▽ ± 1.09 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.27  ± 0.92 
 
落ち着いた － 苛々した 3.11▽ ± 1.02 
 
安定した － 変化のある 3.41  ± 1.11 
 
自然な － 人工的な 3.55  ± 1.23 
 
柔らかい － 硬い 3.23  ± 1.04 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.98▽ ± 1.12 女＜男 
Ⅲ 簡明性   3.41  ± 0.49   
ばらばらな － まとまった 3.79▲ ± 1.02 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.77▲ ± 0.79 
 
曖昧な － 明瞭な 3.41 ± 1.02 
 
濁った － 澄んだ 2.82▽ ± 0.97 
 
複雑な － 単純な 3.27  ± 1.00 
 
Ⅳ 異質性   2.92▽ ± 0.71   
日常的な － 非日常的な 3.39  ± 1.26 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 2.11▽ ± 0.85 
 
親しみのある － 親しみのない 3.25 ± 0.96 
 
Ⅴ 空間性   4.21▲ ± 0.84   
平面的な － 奥行きのある 4.46▲ ± 0.99 
 
窮屈な － 広がりのある 3.82  ± 1.21 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.34▲ ± 1.15 
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表 7-19. 第 14 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.75▲ ± 0.75   
憂うつな － うきうきした 3.54  ± 0.97 
 
暗い － 明るい 3.30  ± 0.99 
 
悲しい － 嬉しい 3.79▲ ± 0.91 
 
重い － 軽やかな 2.91▽ ± 1.20 
 
不安な － 安心した 3.57  ± 1.26 
 
生気のない － いきいきとした 4.75▲ ± 1.16 
 
不快な － 快い 3.66  ± 1.05 
 
腹が立った － 気が和んだ 4.02▲ ± 0.92 
 
冷たい － 暖かい 4.61▲ ± 0.97 
 
緊張した － 気が抜けた 2.89▽ ± 1.15 
 
ざらざらした － なめらかな 4.27▲ ± 0.98 
 
Ⅱ 力動性   2.56▽ ± 0.80 女＜男 
ゆっくりした － 勢いのある 3.11▽ ± 1.33 女＜男 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.00▽ ± 1.44 女＜男 
落ち着いた － 苛々した 2.63▽ ± 1.04 女＜男 
安定した － 変化のある 2.16▽ ± 1.16 
 
自然な － 人工的な 2.36▽ ± 1.24 
 
柔らかい － 硬い 2.61▽ ± 1.07 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.07▽ ± 1.02 
 
Ⅲ 簡明性   4.29▲ ± 0.69 女＜男 
ばらばらな － まとまった 5.07▲ ± 0.93 
 
印象に残らない － インパクトのある 4.36▲ ± 1.21 女＜男 
曖昧な － 明瞭な 4.48▲ ± 1.18 
 
濁った － 澄んだ 3.20  ± 1.29 
 
複雑な － 単純な 4.34▲ ± 1.20 
 
Ⅳ 異質性   3.13▽ ± 1.01   
日常的な － 非日常的な 3.34  ± 1.34 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 3.30  ± 1.41 
 
親しみのある － 親しみのない 2.75▽ ± 1.08 
 
Ⅴ 空間性   3.70  ± 0.86   
平面的な － 奥行きのある 3.77  ± 1.26 
 
窮屈な － 広がりのある 3.39  ± 1.23 
 
臨場感がない － 臨場感がある 3.95▲ ± 1.24 
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表 7-20. 第 15 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   3.99▲ ± 0.60   
憂うつな － うきうきした 3.55  ± 0.91 
 
暗い － 明るい 3.84▲ ± 0.99 
 
悲しい － 嬉しい 3.46  ± 0.89 
 
重い － 軽やかな 4.09▽ ± 1.03 
 
不安な － 安心した 3.98▲ ± 0.92 
 
生気のない － いきいきとした 4.30▲ ± 0.87 
 
不快な － 快い 3.96▲ ± 0.76 
 
腹が立った － 気が和んだ 4.32▲ ± 0.92 
 
冷たい － 暖かい 4.14▲ ± 0.92 
 
緊張した － 気が抜けた 4.36▲ ± 0.75 
 
ざらざらした － なめらかな 3.89▲ ± 0.89 女＜男 
Ⅱ 力動性   3.02▽ ± 0.50   
ゆっくりした － 勢いのある 2.80▽ ± 0.82 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 3.18▽ ± 0.72 
 
落ち着いた － 苛々した 2.68▽ ± 0.81 
 
安定した － 変化のある 2.57▽ ± 0.97 
 
自然な － 人工的な 2.63▽ ± 1.05 
 
柔らかい － 硬い 3.18▽ ± 1.10 
 
長さを感じる － 瞬間的な 4.13▲ ± 1.15 
 
Ⅲ 簡明性   3.81▲ ± 0.46   
ばらばらな － まとまった 3.39  ± 0.89 
 
印象に残らない － インパクトのある 2.59▽ ± 0.97 
 
曖昧な － 明瞭な 4.48▲ ± 0.97 
 
濁った － 澄んだ 4.16▲ ± 0.87 
 
複雑な － 単純な 4.41▲ ± 0.97 
 
Ⅳ 異質性   1.90▽ ± 0.60   
日常的な － 非日常的な 1.66▽ ± 0.72 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.63▽ ± 0.65 
 
親しみのある － 親しみのない 2.43▽ ± 0.78 
 
Ⅴ 空間性   3.85▲ ± 0.75   
平面的な － 奥行きのある 3.77  ± 1.04 
 
窮屈な － 広がりのある 3.84▲ ± 1.01 
 
臨場感がない － 臨場感がある 3.93▲ ± 1.20 
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表 7-21. 第 16 刺激の下位尺度得点と各項目の平均値と標準偏差，および性差 
▲：5%あるいは 1%水準で 3.5 より高い，▽：5%あるいは 1%水準で 3.5 より低い 
 
 
      平均値 ± 標準偏差 性差 
Ⅰ 肯定的情緒性   4.90▲ ± 0.47   
憂うつな － うきうきした 4.34▲ ± 0.75 
 
暗い － 明るい 4.71▲ ± 1.09 
 
悲しい － 嬉しい 4.29▲ ± 0.95 
 
重い － 軽やかな 4.80▲ ± 0.77 
 
不安な － 安心した 5.23▲ ± 0.76 
 
生気のない － いきいきとした 5.29▲ ± 0.93 
 
不快な － 快い 5.29▲ ± 0.71 
 
腹が立った － 気が和んだ 5.38▲ ± 0.70 
 
冷たい － 暖かい 5.11▲ ± 0.71 
 
緊張した － 気が抜けた 4.75▲ ± 0.86 
 
ざらざらした － なめらかな 4.73▲ ± 0.80 
 
Ⅱ 力動性   1.96▽ ± 0.53   
ゆっくりした － 勢いのある 2.18▽ ± 1.13 
 
眠くなるような － 目が覚めるような 2.82▽ ± 1.19 
 
落ち着いた － 苛々した 1.77▽ ± 0.81 
 
安定した － 変化のある 1.64▽ ± 0.80 
 
自然な － 人工的な 1.29▽ ± 0.49 
 
柔らかい － 硬い 1.89▽ ± 0.76 
 
長さを感じる － 瞬間的な 2.16▽ ± 0.93 
 
Ⅲ 簡明性   4.22▲ ± 0.66   
ばらばらな － まとまった 4.09▲ ± 1.18 
 
印象に残らない － インパクトのある 3.41   ± 1.02 
 
曖昧な － 明瞭な 4.64▲ ± 1.17 
 
濁った － 澄んだ 5.29▲ ± 0.82 
 
複雑な － 単純な 3.73  ± 1.11 
 
Ⅳ 異質性   1.77▽ ± 0.57   
日常的な － 非日常的な 2.04▽ ± 0.93 
 
情景が思い浮かぶ － 情景が思い浮かばない 1.45▽ ± 0.63 
 
親しみのある － 親しみのない 1.84▽ ± 0.76 
 
Ⅴ 空間性   5.09▲ ± 0.71   
平面的な － 奥行きのある 5.32▲ ± 0.77 
 
窮屈な － 広がりのある 5.38▲ ± 0.80 
 
臨場感がない － 臨場感がある 4.56▲ ± 1.30 
 




















1 人の笑い声 53.6 3.3 
2 ― ― ― 
3 
電気のスイッチ音 26.8 5.0 
冷蔵庫の電気音 32.1 0.0 
4 
テレビの音 21.4 1.7 
水の音 41.1 1.7 
5 
電車が建物などの傍を通過する音 75.0 1.7 
踏み切りの音 37.5 8.3 
ドンドンと鳴っている音 51.8 3.3 
6 ― ― ― 
7 枯葉を踏むような音  5.4 1.7 
8 ― ― ― 
9 周囲の客の会話内容 26.8 1.7 
10 
足音の不規則さ 42.9 5.0 
足音が突然に止まる 14.3 1.7 
11 ― ― ― 
12 
トントンと叩くような音 25.0 3.3 
音と音の間（動きが止まる） 67.9 5.0 
13 車の音 50.0 0.0 
14 心拍の不規則さ 60.7 1.7 
15 ― ― ― 
16 
カラスの鳴き声 30.4 5.0 
カラス以外の鳥の鳴き声 58.9 8.3 

















平均値 標準偏差 最小値 最大値 
1 29.44 64.40 4.57 18.92 79.62 
2 10.73 70.85 9.95 47.01 80.47 
3 29.35 55.13 5.82 31.10 77.51 
4 14.95 75.09 11.03 49.55 88.82 
5 29.70 69.29 5.34 21.75 77.61 
6 14.77 74.88 7.08 39.04 88.09 
7 30.00 57.79 6.55 13.86 79.59 
8 15.98 69.76 9.47 12.67 84.73 
9 33.92 69.47 5.52 35.06 78.89 
10 29.84 79.23 4.05 33.58 85.77 
11 12.45 73.14 12.84 46.14 82.09 
12 30.00 43.32 5.87 4.50 57.90 
13 24.58 77.16 8.42 14.50 83.61 
14 29.14 73.41 8.71 33.76 86.24 
15 13.98 71.03 9.02 30.86 82.31 
16 29.78 65.78 3.93 30.42 73.55 
全体 
平均値 23.66 68.11 7.39 28.92 80.43 
標準偏差 8.15 9.25 2.63 13.40 7.31 
音声 
刺激 
平均値 17.67 72.67 9.17 34.35 83.63 
標準偏差 7.74 2.82 2.27 14.29 3.48 
非音声 
刺激 
平均値 29.66 63.54 5.61 23.49 77.22 
標準偏差 0.31 11.31 1.56 10.63 8.89 






表 7-24. 各刺激の音響学的特徴 
刺激 
音の高さ(Hz) 
平均値 標準偏差 最小値 最大値 
1 152.82 108.27 74.57 485.52 
2 147.37 83.10 80.84 563.63 
3 99.34 4.37 75.96 146.23 
4 258.43 60.08 92.64 450.68 
5 211.16 76.43 77.72 307.61 
6 173.67 78.11 87.06 513.49 
7 334.38 140.90 85.16 600.37 
8 264.49 173.37 72.22 633.23 
9 259.24 86.65 84.16 504.41 
10 410.25 203.47 74.98 600.52 
11 145.89 28.34 81.88 229.10 
12 320.92 156.15 148.78 464.26 
13 401.69 111.91 233.20 583.07 
14 112.86 32.01 74.95 194.40 
15 241.31 59.81 115.85 340.24 
16 444.04 101.39 223.57 538.92 
全体 
平均値 248.62 94.02 105.22 447.23 
標準偏差 109.11 54.26 51.86 155.87 
音声 
刺激 
平均値 236.51 85.17 105.98 477.23 
標準偏差 83.83 43.18 52.98 134.21 
非音声 
刺激 
平均値 260.72 102.87 104.46 417.23 





































 微小音要素に関しては，第 7 刺激の「枯葉を踏むような音」以外は予想以上
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 第 3 刺激では，「肯定的情緒性」は低く，「力動性」と「簡明性」はやや低く，
「異質性」と「空間性」はやや高かった。音響分析では，音の長さは中程度で
（平均値±1SD 以内），音の大きさは小さく（平均値－1SD 以下），全体的な音
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高や最高音は全刺激の中でもっとも低かった。室内を移動しながら無言で漠然
としたことをする本刺激の状況は，否定的な感情と結びつくようである。 
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 第 14 刺激では，「肯定的情緒性」はやや高く，「力動性」は低く，「簡明性」
は高く，「異質性」はやや低く，「空間性」は中程度であった。音響分析では，


















高かった。個別の刺激では，第 2 刺激の「空間性」や第 3 刺激の「力動性」，




























評定では，第 3，6，7，10，11 刺激ではどちらも高く，第 5，12，13 刺激で
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的とする。具体的には，研究 1 と研究 2 の評定データの中から，研究 4 で選定
した 16 刺激のデータを抽出し，音声刺激と非音声刺激および各刺激において
どのような反応がどの程度見られるかという点から特徴を明確化する。また，









（１）音声刺激による APT（研究 1） 
実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女 30 名ずつ）を対象とした。 
聴覚刺激 葛藤的な会話場面を中心とする 17 刺激を採用している。本研究
では研究 4 で選定した 8 刺激を取り上げる（表 8-1）。 
手続き 坪内（1997）による TAT の手続きを参考にし，実験室において個
別に実施した。 
分析方法 1 つずつの反応について内容面・形式面・認知面の指標により評
定した。この指標は TAT で用いられる指標（たとえば鈴木，1997）と APT 独
自の指標から成っている（表 8-2，8-3）。指標の詳細については研究 1 を参照
されたい。 
 
（２）非音声刺激による APT（研究 2） 
実験参加者 大学生・大学院生 60 名（男女 30 名ずつ）を対象とした。 
聴覚刺激 物音や環境音を中心とする 14 刺激を採用している。本研究では
研究 4 で選定した 8 刺激を取り上げる（表 8-1）。 
手続き 坪内（1997）による TAT の手続きを参考にし，実験室において個
別に実施した。 
分析方法 1 つずつの反応について内容面・形式面・認知面の指標により評
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定を行った。研究 1 で用いた指標に対し，非音声刺激による APT に適用でき
るよう修正，追加および削除を行っている（表 8-2，8-3）。指標の詳細に関し
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表 8-3. 各指標の評定値への変換方法 
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８－３ 結果 
 
 各反応に対する評定を表 8-3 に従って数値に変換し，「1／0」のデータは「1」
の出現率を，時間や回数の計測値や「1／0／－1」のデータは平均値を算出し
た。同様に，音声刺激 8 個分と非音声刺激 8 個分についても出現率と平均値を
算出した。音声刺激については表 8-4 および表 8-5 に，非音声刺激については










































は 0.11 であった。「攻撃的内容」は 8.1%，「自己言及」は 1.5%，「主観的印象」
は 10.2%の出現率であった。形式面では，「反応の失敗・拒否」の出現率は 2.3%，
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表 8-4. 音声刺激における各指標の出現率（%） 
APT指標 全体 
各刺激 
2 4 6 8 9 11 13 15 
自己の内界に向ける関心 55.0  30.0  68.3  60.0  76.7  55.0  60.0  43.3  46.7  
自己に向ける感情（言及） 48.1  73.3  53.3  58.3  43.3  28.3  71.7  35.0  21.7  
自己に向ける感情（両価） 0.6  1.7  0.0  1.7  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  
他者に向ける感情（言及） 97.7  90.0  100.0  96.7  100.0  100.0  98.3  100.0  96.7  
他者に向ける感情（両価） 7.9  1.7  3.3  1.7  13.3  3.3  11.7  25.0  3.3  
父親(的人物)に向ける感
情（言及） 
19.4  0.0  5.0  8.3  88.3  1.7  31.7  16.7  3.3  
父親(的人物)に向ける感
情（両価） 
0.4  0.0  0.0  0.0  1.7  0.0  1.7  0.0  0.0  
母親(的人物)に向ける感
情（言及） 
16.5  0.0  100.0  5.0  20.0  1.7  1.7  16.7  3.3  
母親(的人物)に向ける感
情（両価） 
0.2  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
人物の導入 33.1  21.7  30.0  28.3  45.0  51.7  48.3  28.3  11.7  
導入人物の性質（言及） 31.9  21.7  28.3  26.7  45.0  50.0  43.3  28.3  11.7  
導入人物の性質（両価） 0.4  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  1.7  0.0  0.0  
標準的年齢設定からのず
れ 
14.4  0.0  8.3  21.7  5.0  6.7  33.3  21.7  18.3  
標準的性別設定からのず
れ 
8.5  0.0  28.3  1.7  28.3  0.0  0.0  10.0  0.0  
独特な人物設定 42.3  43.3  31.7  38.3  43.3  40.0  85.0  28.3  28.3  
有音・無音の背景音の取
り込み 
24.8  21.7  5.0  33.3  65.0  8.3  20.0  35.0  10.0  
背景音に対する情緒的意
味づけ（言及） 
14.0  5.0  3.3  31.7  46.7  3.3  1.7  10.0  10.0  
背景音に対する情緒的意
味づけ（両価） 
0.2  0.0  0.0  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  0.0  
結末の性質（両価） 2.9  1.7  1.7  5.0  3.3  3.3  3.3  1.7  3.3  
攻撃的内容 15.8  6.7  21.7  20.0  18.3  8.3  33.3  13.3  5.0  
自己言及 2.9  1.7  3.3  3.3  1.7  8.3  3.3  1.7  0.0  
主観的印象 7.7  16.7  3.3  8.3  5.0  6.7  11.7  6.7  3.3  
語りの様式（移入形式） 77.3  61.7  85.0  81.7  81.7  81.7  81.7  76.7  68.3  
語りの様式（会話形式） 7.7  0.0  6.7  10.0  20.0  10.0  3.3  8.3  3.3  
語りの様式（物語形式） 4.0  1.7  5.0  3.3  5.0  5.0  5.0  3.3  3.3  
複数の物語 6.9  6.7  5.0  8.3  13.3  3.3  3.3  6.7  8.3  
微小音要素の取り込み 1.0  ― 3.3  ― ― 1.7  ― 0.0  ― 
音要素に対する標準的意
味づけからのずれ 
3.5  3.3  0.0  1.7  0.0  6.7  5.0  8.3  3.3  
登場人物の標準的位置
設定からのずれ 
3.3  0.0  0.0  0.0  1.7  6.7  0.0  1.7  16.7  
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表 8-5. 音声刺激における各指標の平均値（標準偏差） 
APT指標 全体 
各刺激 
2 4 6 8 9 11 13 15 
自己に向ける
感情（性質） 
0.02  0.57  0.00  ‐0.20 0.00  ‐0.12 ‐0.23 ‐0.10 0.08  
(0.68) (0.55) (0.57) (0.63) (0.57) (0.70) (0.68) (0.62) (0.76) 
他者に向ける
関心 
0.13  ‐0.03 0.18  0.23  0.32  0.05  0.23  0.03  0.00  
(0.49) (0.49) (0.39) (0.46) (0.54) (0.43) (0.56) (0.45) (0.52) 
他者に向ける
感情（性質） 
‐0.15 0.31  ‐0.50 ‐0.29 ‐0.24 ‐0.53 ‐0.41 0.15  0.34  




‐0.15 ― 0.33  ‐0.40 ‐0.06 0.00  ‐0.11 ‐0.60 ‐0.50 




‐0.34 ― ‐0.33 ‐0.33 ‐0.08 0.00  0.00  ‐0.60 ‐0.50 
(0.66) ― (0.63) (0.58) (0.79) ― ― (0.70) (0.71) 
導入人物の性
質（性質） 
‐0.24 ‐0.31 0.00  ‐0.50 ‐0.04 ‐0.30 ‐0.23 ‐0.59 0.29  




‐0.31 0.33  0.00  ‐0.63 ‐0.14 ‐0.50 0.00  ‐0.33 ‐0.33 
(0.63) (0.58) (0.00) (0.50) (0.65) (0.71) ― (0.82) (0.52) 
結末の性質（性
質） 
0.07  0.22  ‐0.12 ‐0.15 0.40  ‐0.27 ‐0.08 0.48  0.10  
(0.72) (0.72) (0.58) (0.68) (0.72) (0.69) (0.83) (0.65) (0.54) 
初発反応時間
（秒） 
5.89  5.52  7.25  9.33  3.63  6.75  7.28  4.05  3.30  
(11.85) (8.03) (16.64) (9.86) (4.77) (23.15) (8.26) (4.71) (4.48) 
刺激の追加提
示回数 
0.01  0.02  0.00  0.03  0.03  0.00  0.00  0.00  0.02  
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表 8-6. 非音声刺激における各指標の出現率（%） 
APT指標 全体 
各刺激 
1 3 5 7 10 12 14 16 
自己の内界に向ける関心 50.4  30.0  41.7  65.0  55.0  51.7  56.7  51.7  51.7  
自己に向ける感情（言及） 24.2  11.7  25.0  31.7  35.0  18.3  23.3  41.7  6.7  
自己に向ける感情（両価） 1.9  1.7  0.0  1.7  1.7  3.3  3.3  3.3  0.0  
他者に向ける関心 46.0  58.3  38.3  26.7  68.3  30.0  45.0  50.0  51.7  
他者に向ける感情（言及） 69.4  71.7  50.0  58.3  71.7  71.7  71.7  66.7  93.3  
他者に向ける感情（両価） 4.0  1.7  1.7  1.7  3.3  10.0  3.3  0.0  10.0  
父親（的人物）に向ける感
情（言及） 
12.9  0.0  11.7  15.0  15.0  8.3  10.0  15.0  28.3  
父親（的人物）に向ける感
情（両価） 
0.4  0.0  1.7  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  0.0  
母親（的人物）に向ける感
情（言及） 
12.5  3.3  5.0  5.0  5.0  8.3  10.0  28.3  35.0  
母親（的人物）に向ける感
情（両価） 
0.2  1.7  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
人物の導入 49.0  38.3  33.3  33.3  31.7  45.0  50.0  65.0  95.0  
主人公の導入 23.8  16.7  3.3  3.3  8.3  25.0  3.3  41.7  88.3  
導入人物の性質（言及） 37.3  26.7  33.3  30.0  26.7  30.0  48.3  46.7  56.7  
導入人物の性質（両価） 1.9  0.0  0.0  1.7  1.7  6.7  0.0  0.0  5.0  
動物の導入 3.8  1.7  1.7  3.3  0.0  6.7  1.7  0.0  15.0  
有音・無音の背景音の取
り込み 
33.1  20.0  20.0  41.7  21.7  61.7  23.3  20.0  56.7  
背景音に対する情緒的意
味づけ（言及） 
33.8  20.0  20.0  31.7  18.3  55.0  30.0  30.0  65.0  
背景音に対する情緒的意
味づけ（両価） 
1.7  0.0  0.0  0.0  1.7  3.3  1.7  0.0  6.7  
結末の性質（両価） 3.3  1.7  3.3  1.7  0.0  11.7  5.0  1.7  1.7  
攻撃的内容 8.1  1.7  13.3  1.7  13.3  20.0  5.0  6.7  3.3  
自己言及 1.5  0.0  5.0  3.3  0.0  0.0  0.0  0.0  3.3  
主観的印象 10.2  11.7  13.3  10.0  8.3  18.3  10.0  5.0  5.0  
反応の失敗・拒否 2.3  8.3  0.0  1.7  3.3  1.7  0.0  1.7  1.7  
語りの様式（移入形式） 69.6  70.0  80.0  70.0  65.0  66.7  78.3  53.3  73.3  
語りの様式（会話形式） 2.7  3.3  5.0  1.7  3.3  1.7  0.0  0.0  6.7  
語りの様式（物語形式） 5.2  8.3  5.0  3.3  6.7  5.0  5.0  1.7  6.7  
複数の物語 6.0  3.3  8.3  10.0  6.7  1.7  3.3  13.3  1.7  
微小音要素の取り込み 7.9  3.3  5.0  13.3  1.7  6.7  8.3  1.7  13.3  
音要素に対する標準的意
味づけからのずれ 
5.8  0.0  16.7  6.7  5.0  10.0  5.0  1.7  1.7  
触覚情報の性質（言及） 30.0  5.0  91.7  5.0  1.7  5.0  98.3  10.0  23.3  
触覚情報の性質（両価） 2.7  0.0  3.3  0.0  0.0  0.0  16.7  1.7  0.0  
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表 8-7. 非音声刺激における各指標の平均値（標準偏差） 
APT指標 全体 
各刺激 
1 3 5 7 10 12 14 16 
自己に向ける
感情（性質） 
‐0.05 ‐0.29 0.33  ‐0.53 ‐0.19 ‐0.45 ‐0.14 0.36  0.75  
(0.83) (0.76) (0.82) (0.61) (0.81) (0.69) (0.95) (0.76) (0.50) 
他者に向ける
感情（性質） 
0.02  0.26  ‐0.27 ‐0.51 ‐0.14 ‐0.44 ‐0.05 0.18  0.67  




0.03  ― ‐0.14 ‐0.56 ‐0.22 ‐0.20 0.67  0.00  0.41  




0.18  0.00  ‐0.33 ‐0.33 ‐0.67 0.20  0.17  0.53  0.19  
(0.68) (0.00) (0.58) (1.15) (0.58) (0.84) (0.75) (0.51) (0.60) 
導入人物の性
質（性質） 
0.13  0.25  ‐0.25 ‐0.39 0.06  0.00  0.14  0.21  0.59  




‐0.15 0.00  ‐0.33 ‐0.58 ‐0.45 ‐0.55 ‐0.50 ‐0.06 0.59  
(0.83) (0.60) (0.78) (0.61) (0.69) (0.71) (0.79) (0.94) (0.59) 
結末の性質（性
質） 
0.11  0.20  0.07  ‐0.30 ‐0.10 0.00  0.22  0.38  0.45  
(0.65) (0.63) (0.58) (0.72) (0.57) (0.55) (0.61) (0.64) (0.57) 
初発反応時間
（秒） 
10.73  10.97  13.95  7.97  13.22  11.85  13.92  9.12  4.87  
(15.74) (10.21) (16.96) (10.66) (18.37) (19.71) (21.13) (14.56) (6.93) 
刺激の追加提
示回数 
0.17  0.03  0.22  0.07  0.25  0.35  0.33  0.05  0.05  
(0.38) (0.18) (0.42) (0.25) (0.44) (0.52) (0.48) (0.22) (0.22) 
音要素の取り
込み 
2.62  3.22  3.12  2.67  4.80  3.17  1.33  1.23  1.40  
(1.46) (1.04) (0.74) (0.77) (1.16) (1.34) (0.54) (0.46) (0.67) 
触覚情報の性
質（性質） 
‐0.19 ‐0.33 ‐0.13 ‐1.00 0.00  ‐1.00 ‐0.25 0.17  0.07  
(0.64) (0.58) (0.58) (0.00) ― (0.00) (0.63) (0.98) (0.62) 
 




















1 人の笑い声 53.6 3.3 
2 ― ― ― 
3 
電気のスイッチ音 26.8 5.0 
冷蔵庫の電気音 32.1 0.0 
4 
テレビの音 21.4 1.7 
水の音 41.1 1.7 
5 
電車が建物などの傍を通過する音 75.0 1.7 
踏み切りの音 37.5 8.3 
ドンドンと鳴っている音 51.8 3.3 
6 ― ― ― 
7 枯葉を踏むような音  5.4 1.7 
8 ― ― ― 
9 周囲の客の会話内容 26.8 1.7 
10 
足音の不規則さ 42.9 5.0 
足音が突然に止まる 14.3 1.7 
11 ― ― ― 
12 
トントンと叩くような音 25.0 3.3 
音と音の間（動きが止まる） 67.9 5.0 
13 車の音 50.0 0.0 
14 心拍の不規則さ 60.7 1.7 
15 ― ― ― 
16 
カラスの鳴き声 30.4 5.0 
カラス以外の鳥の鳴き声 58.9 8.3 
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（３）各刺激について 




20.0%で，その性質の平均値は 0.00 であった。また，導入人物に関する 3 指標
の出現率は非音声刺激全体の値より低く，「導入人物の性質（性質）」の平均値
は 0.25 であった。「有音・無音の背景音の取り込み」の出現率は 20.0%で，「結
末の性質（性質）」の平均値は 0.20 であった。「動物の導入」や「攻撃的内容」，
「自己言及」は出現しても 1 回のみで非常に少なく，「主観的印象」は 11.7%
の出現率であった。形式面では，「反応の失敗・拒否」の出現率は 7.5%で，「初







































イッチ音」は全体の約 4 分の 1 の参加者に認知されるが，物語に取り込まれる
ことは少なかった。「冷蔵庫の電気音」は全体の約 3 分の 1 の参加者に認知さ
れるが，物語にはまったく取り込まれなかった。 





現率は 5.0%で，その性質の平均値は 0.33 であった。「背景音に対する情緒的意
味づけ」の出現率も非常に低かった。また，「導入人物の性質（性質）」の平均
は 0.00 で音声刺激全体よりも高かった。「標準的年齢設定からのずれ」と「独























質はすべて否定的であった。3 つの微小音要素は，全体の約 3 分の 1 から 4 分
の 3 の参加者に認知されるのに対し，物語に取り込まれる割合はいずれも低か
った。 


















































































値が 7.28 と相対的に長めであった。 













は全体の 4 分の 1 の参加者が，「音と音の間（動きが止まる）」は全体の 3 分の
2 の参加者が認知するが，どちらも物語にはほとんど取り込まれなかった。 
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１３）第 13 刺激（音声刺激） 内容面では，「自己の内界に向ける関心」と
「自己に向ける感情」の出現率が相対的に低く，その性質の平均値も音声刺激
全体より低かった。「他者に向ける関心」の平均値も相対的に低く，「他者に向


























不規則さ」は，全体の 3 分の 2 弱の参加者が認知するものの，物語にはほとん
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ど取り込まれなかった。 



























んど出現しなかった。微小音要素の「カラスの鳴き声」は全体の 3 分の 1 弱の
参加者が，「カラス以外の鳥の鳴き声」は全体の 2 分の 1 強の参加者が認知す






























少なくなく，「攻撃的内容」を引き出しやすい刺激が 8 つ中 3 つ（第 3，4，7
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表 8-9. 印象評定の平均値（標準偏差） 
刺激 
印象評定 
肯定的情緒性 力動性 簡明性 異質性 空間性 
全体 
3.26▽ 3.32▽ 3.57▲ 2.88▽ 3.92▲ 
(0.90) (0.83) (0.86) (1.12) (0.91) 
音声 
3.25▽ 3.56 3.75▲ 2.63▽ 3.80▲ 
(0.82) (0.72) (0.73) (0.95) (0.84) 
非音声 
3.27▽ 3.09▽ 3.38▽ 3.12▽ 4.03▲ 
(0.98) (0.87) (0.94) (1.21) (0.96) 
1 
3.55  3.80▲ 2.89▽ 2.05▽ 4.32▲ 
(0.56) (0.58) (0.56) (0.68) (0.83) 
2 
3.36  3.57  4.03▲ 3.24▽ 3.32  
(0.82) (0.67) (0.63) (0.89) (0.73) 
3 
2.59▽ 3.31▽ 3.22▽ 3.85▲ 3.71▲ 
(0.56) (0.69) (0.79) (1.02) (0.76) 
4 
3.44  3.58  4.40▲ 1.96▽ 3.77▲ 
(0.76) (0.66) (0.55) (0.63) (0.75) 
5 
2.69▽ 3.18▽ 2.69▽ 3.05▽ 3.78▲ 
(0.58) (0.47) (0.66) (1.00) (0.81) 
6 
2.54▽ 4.11▲ 3.60  3.67  3.90▲ 
(0.56) (0.60) (0.66) (0.78) (0.73) 
7 
2.55▽ 3.72▲ 4.09▲ 3.33  3.83▲ 
(0.61) (0.61) (0.68) (0.98) (0.88) 
8 
3.33  3.14▽ 3.36  2.33▽ 4.24▲ 
(0.72) (0.55) (0.67) (0.86) (0.77) 
9 
3.52  3.48  3.17▽ 2.21▽ 4.03▲ 
(0.62) (0.53) (0.64) (0.72) (0.84) 
10 
2.74▽ 3.48  2.80▽ 4.15▲ 4.59▲ 
(0.79) (0.78) (0.70) (1.11) (0.72) 
11 
2.54▽ 4.35▲ 4.19▲ 2.80▽ 3.11▽ 
(0.56) (0.51) (0.74) (0.78) (0.63) 
12 
3.43  2.73▽ 2.89▽ 3.67  3.23▽ 
(0.61) (0.64) (0.77) (0.96) (0.70) 
13 
3.29  3.19▽ 3.41  2.92▽ 4.21▲ 
(0.78) (0.61) (0.49) (0.71) (0.84) 
14 
3.75▲ 2.56▽ 4.29▲ 3.13▽ 3.70  
(0.75) (0.80) (0.69) (1.01) (0.86) 
15 
3.99▲ 3.02▽ 3.81▲ 1.90▽ 3.85▲ 
(0.60) (0.50) (0.46) (0.60) (0.75) 
16 
4.90▲ 1.96▽ 4.22▲ 1.77▽ 5.09▲ 
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表 8-10. 印象評定と音響分析の平均値（標準偏差） 
刺激 
音の長さ 音の大きさ(dB)   音の高さ(Hz) 
(seconds) 平均 最大値   平均 最小値 最大値 
全体 
23.66  68.11  80.43  
 
248.62  105.22  447.23  
(8.15) (9.25) (7.31) 
 
(109.11) (51.86) (155.87) 
音声 
17.67  72.67  83.63    236.51  105.98  477.23  
(7.74) (2.82) (3.48)   (83.83) (52.98) (134.21) 
非音声 
29.66  63.54  77.22  
 
260.72  104.46  417.23  
(0.31) (11.31) (8.89) 
 
(134.71) (54.36) (178.86) 
1 29.44  
64.40  
79.62  
  152.82  




2 10.73  
70.85  
80.47  
  147.37  
80.84  563.63  
(9.95)   (83.10) 
3 29.35  
55.13  
77.51  
  99.34  
75.96  146.23  
(5.82)   (4.37) 
4 14.95  
75.09  
88.82  
  258.43  
92.64  450.68  
(11.03)   (60.08) 
5 29.70  
69.29  
77.61   
211.16  




6 14.77  
74.88  
88.09  
  173.67  
87.06  513.49  
(7.08)   (78.11) 
7 30.00  
57.79  
79.59  
  334.38  
85.16  600.37  
(6.55)   (140.90) 
8 15.98  
69.76  
84.73  
  264.49  
72.22  633.23  
(9.47)   (173.37) 
9 33.92  
69.47  
78.89  
  259.24  
84.16  504.41  
(5.52)   (86.65) 
10 29.84  
79.23  
85.77   
410.25  




11 12.45  
73.14  
82.09  
  145.89  
81.88  229.10  
(12.84)   (28.34) 
12 30.00  
43.32  
57.90  
  320.92  
148.78  464.26  
(5.87)   (156.15) 
13 24.58  
77.16  
83.61  
  401.69  
233.20  583.07  
(8.42)   (111.91) 
14 29.14  
73.41  
86.24  
  112.86  
74.95  194.40  
(8.71)   (32.01) 
15 13.98  
71.03  
82.31  
  241.31  
115.85  340.24  
(9.02)   (59.81) 
16 29.78  
65.78  
73.55   
444.04  
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（２）各刺激の特徴について 


























３）第 3 刺激（非音声刺激） 静かな屋内で 1 人の人物が一連の動作をする
刺激であり，印象評定では「肯定的情緒性」は低く，「力動性」と「簡明性」は
やや低く，「異質性」と「空間性」はやや高かった。反応の特徴としては，自己






























５）第 5 刺激（非音声刺激） 電車内で女性が 2 度ため息をつく刺激であり，
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など，設定の仕方は様々であった。 
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の女性 2 人が電車内や車内，あるいは家の中にいると設定される場合があった。 

























































 本研究では，音声刺激と非音声刺激 8 個ずつの評定を整理し直すことで各聴
覚刺激における反応傾向を明らかにし，刺激ごとの質的差異も確認することが
できた。たとえば，攻撃的内容が語られやすい刺激に対して攻撃的な物語が語











 ただし，本研究は大学生・大学院生 60 名分のデータであることからくる限
界がある。また，本研究は音声刺激と非音声刺激を別々に用いた実験研究のデ











（４）本論における完成版 APT について 





料 8～11 として掲載）。なお，研究 4，5 においては音声刺激と非音声刺激が交


























かった音要素を 1 つにまとめ，よりコンパクトになるよう修正した。 
 
第八章のまとめ 
本章では，研究 4 で選定した 16 刺激に対する反応の特徴を明らかにするこ
とを目的とした。具体的には，研究 1 と研究 2 の実験データから，研究 4 で再































































Big Five やロールシャッハ法との関連に基づいて選定を行い，APT の開発を行
ってきた（研究 1～4）。また，より客観的で妥当性のある反応分析および解釈
を行うことが可能になるよう，選定した聴覚刺激や反応の特徴を明確化した（研
究 5，6）。本論では，この音声刺激と非音声刺激による APT を完成版と位置づ
け，以降ではその完成版 APT の応用に関する研究を行うこととする。 












































































 実施時期 2011 年 7～9 月 
対象者 大学生・大学院生 392 名（男性 189 名，女性 197 名，性別不明 6
名，平均年齢 19.43 歳(SD＝1.34)）を対象とした。 
質問紙 自己関係づけ尺度（金子，2000）を採用した。金子に倣って 12 項
目の質問に 7 つのダミー項目を加え，「非常にあてはまる」～「全然あてはま
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実施時期 2011 年 10～12 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
実験参加者 質問紙調査において実験に協力可能と意思表明をした，大学
生・大学院生 63 名（男性 22 名，女性 41 名，平均年齢 19.42 歳(SD＝1.57)）
を対象とした。 
聴覚刺激 本論の完成版 APT の 16 刺激（表 9-1，資料 8）を採用した。音
声刺激 8 つと非音声刺激 8 つから成り，概ね音声刺激が前半に，非音声刺激が
後半に配置されている。 
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表 9-3. 各指標の評定値の算出方法 































































 各反応について，評定マニュアルに従って，参加者 63 名分について筆者を
含む臨床心理士 2 名で独立して評定を行なった。Cohen のκ係数により一致率
を算出したところκ＝.81 であり，十分な信頼性が確認された。評定が一致し
なかった部分については合議により最終的な評定を決定し，指標ごとに音声刺
激 8 個分，非音声刺激 8 個分の評定値を算出した。音声刺激と非音声刺激の評
















平均値は 39.46，標準偏差は 12.54 であった。金子の研究では男子大学生 83 名
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表 9-5. APT 指標の平均および標準偏差（SD） 
APT指標 
音声刺激 非音声刺激 
平均 SD 平均 SD 
内容面 
主題の性質 －3.84 3.17 －1.46 2.73 
自己の内界に向ける関心 －1.35 2.71 －2.49 3.24 
自己に向ける感情（言及） 1.83 1.14 1.59 1.28 
自己に向ける感情（性質） －0.38 1.13 0.13 1.07 
他者に向ける関心 1.92 3.16 －2.27 3.83 
他者に向ける感情（言及） 7.62 0.91 4.29 2.32 
他者に向ける感情（性質） －0.63 2.82 0.05 3.08 
父親（的人物）に向ける感情（言及） 2.14 1.00 0.95 0.83 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －0.19 1.15 0.38 1.01 
母親（的人物）に向ける感情（言及） 1.63 0.70 0.89 0.70 
母親（的人物）に向ける感情（性質） －0.83 0.89 －0.06 0.84 
人物の導入 4.11 1.45 3.97 1.90 
主人公の導入 ― ― 2.00 1.34 
導入人物の性質 －1.08 1.62 0.25 2.14 
独特な人物設定 4.01 1.56 3.48 2.31 
有音の背景音の取り込み 3.68 1.18 4.25 0.84 
無音の背景音の取り込み 0.32 0.59 1.51 1.19 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） 0.94 0.67 3.46 1.38 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －0.44 0.50 －0.81 1.49 
曖昧な結末 4.16 2.29 4.71 1.93 
結末の性質 0.43 2.66 1.00 3.09 
攻撃的内容 1.33 0.80 0.73 0.95 
損傷内容 0.51 0.56 1.17 1.33 
形式面 
初発反応時間 100.16 121.50 111.32 71.29 
刺激の追加提示回数 0.32 0.59 0.56 0.62 
語りの様式（移入形式） 4.10 2.11 3.30 2.15 
複数の物語 1.27 1.68 0.75 1.16 
認知面 
微小音要素の取り込み 0.54 0.75 1.41 1.22 
音要素の取り込み 36.73 2.05 23.56 4.32 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ 0.63 0.69 0.72 0.54 
聴空間の拡大 0.51 1.35 0.57 1.48 
聴空間の縮小 0.44 0.59 0.76 0.84 
他の感覚への言及 1.57 1.65 4.63 2.11 
触覚情報の性質（言及） ― ― 2.67 0.67 
触覚情報の性質（性質） ― ― －0.92 1.24 
※ 「主人公の導入」と「触覚情報の性質」は音声刺激では出現しなかった 
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表 9-6. APT の評定値と自己関係づけ尺度得点の順位相関係数 
APT指標 音声刺激 非音声刺激 
内容面 
主題の性質 －.25*** －.14*** 
自己の内界に向ける関心 .33*** .51*** 
自己に向ける感情（言及） .37*** －.05*** 
自己に向ける感情（性質） －.26*** －.03*** 
他者に向ける関心 .35*** .30*** 
他者に向ける感情（言及） .23*** .36*** 
他者に向ける感情（性質） －.11*** －.07*** 
父親（的人物）に向ける感情（言及） .28*** .18*** 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －.17*** .22*** 
母親（的人物）に向ける感情（言及） .26*** .42*** 
母親（的人物）に向ける感情（性質） －.39*** －.26*** 
人物の導入 .20*** .42*** 
主人公の導入 ―**** .51*** 
導入人物の性質 －.73*** .12*** 
独特な人物設定 .20*** .28*** 
有音の背景音の取り込み －.36*** .15*** 
無音の背景音の取り込み .21*** －.14*** 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） .14*** .46*** 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －.18*** .02*** 
曖昧な結末 －.07*** －.16*** 
結末の性質 －.08*** －.09*** 
攻撃的内容 .03*** .05*** 
損傷内容 .54*** .25*** 
形式面 
初発反応時間 .25*** －.02*** 
刺激の追加提示回数 .17*** －.09*** 
語りの様式（移入形式） .26*** .18*** 
複数の物語 －.32*** －.25*** 
認知面 
微小音要素の取り込み －.24*** －.16*** 
音要素の取り込み －.27*** .05*** 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ .03*** －.04*** 
聴空間の拡大 .25*** －.19*** 
聴空間の縮小 －.25***  .30*** 
他の感覚への言及 .07*** .17*** 
触覚情報の性質（言及） ―**** －.15*** 



















登場人物が 1 人以下である（表 9-1）。非音声刺激における「他者に向ける関心」


























ると 8 個中 4 個程度の物語に登場するが，「主人公の導入」の平均値が 2.00 で










































































研究の音声刺激では，平均すると 8 つ中 2 つの刺激において父親やそれに近い
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い。 



































るかを明らかにすることであった。3 つの仮説のうち仮説 1 は音声刺激と非音




































本章では，本論の完成版 APT の応用に関する 1 つ目の研究を行った。具体




















 本研究では，研究 7 に続き，本論の完成版 APT の応用に関して検討を行う。
比較対象としては，心理臨床で接する可能性のある対人恐怖心性を取り上げ，
APT 反応とどのように関連するかを検討する。DSM-5（American Psychiatric 




























































塚，2006；清水・岡村，2010 など）。その中では，2 次元モデルの類型の 1 つ
である「誇大‐過敏特性両向型」に対人恐怖（森田，1953）と過敏型自己愛





















 研究 7 で取り上げた自己関係づけや被害妄想観念との関連もこれまでに指摘
  








































































 実施時期 2011 年 7～9 月 
対象者 大学生・大学院生 392 名（男性 189 名，女性 197 名，性別不明 6














 実施時期 2011 年 10～12 月の日中 9:00～18:00 の間に実施した。 
実験参加者 質問紙調査において実験に協力可能と意思表明をした，大学
生・大学院生 63 名（男性 22 名，女性 41 名，平均年齢 19.42 歳(SD＝1.57)）
を対象とした。 
聴覚刺激 本論の完成版 APT の 16 刺激（表 10-1，資料 8）を採用した。 
手続き 実施マニュアル（資料 9）に従って APT を実施した。なお，後で詳
しく分析するため，参加者の了承を得た上で，IC レコーダーで実験の様子を録
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表 10-3. 各指標の評定値の算出方法（表 9-3 を再掲） 






























































 研究 7 と同様に，各反応について，評定マニュアルに従って，参加者 63 名
分について筆者を含む臨床心理士 2 名で独立して評定を行なった。Cohen のκ
係数により一致率を算出したところκ＝.81 であり，十分な信頼性が確認され
た。評定が一致しなかった部分については合議により最終的な評定を決定し，
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表 10-4. APT 指標の平均および標準偏差（SD）（表 9-4 を再掲） 
APT指標 
音声刺激 非音声刺激 
平均 SD 平均 SD 
内容面 
主題の性質 －3.84 3.17 －1.46 2.73 
自己の内界に向ける関心 －1.35 2.71 －2.49 3.24 
自己に向ける感情（言及） 1.83 1.14 1.59 1.28 
自己に向ける感情（性質） －0.38 1.13 0.13 1.07 
他者に向ける関心 1.92 3.16 －2.27 3.83 
他者に向ける感情（言及） 7.62 0.91 4.29 2.32 
他者に向ける感情（性質） －0.63 2.82 0.05 3.08 
父親（的人物）に向ける感情（言及） 2.14 1.00 0.95 0.83 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －0.19 1.15 0.38 1.01 
母親（的人物）に向ける感情（言及） 1.63 0.70 0.89 0.70 
母親（的人物）に向ける感情（性質） －0.83 0.89 －0.06 0.84 
人物の導入 4.11 1.45 3.97 1.90 
主人公の導入 ― ― 2.00 1.34 
導入人物の性質 －1.08 1.62 0.25 2.14 
独特な人物設定 4.01 1.56 3.48 2.31 
有音の背景音の取り込み 3.68 1.18 4.25 0.84 
無音の背景音の取り込み 0.32 0.59 1.51 1.19 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） 0.94 0.67 3.46 1.38 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －0.44 0.50 －0.81 1.49 
曖昧な結末 4.16 2.29 4.71 1.93 
結末の性質 0.43 2.66 1.00 3.09 
攻撃的内容 1.33 0.80 0.73 0.95 
損傷内容 0.51 0.56 1.17 1.33 
形式面 
初発反応時間 100.16 121.50 111.32 71.29 
刺激の追加提示回数 0.32 0.59 0.56 0.62 
語りの様式（移入形式） 4.10 2.11 3.30 2.15 
複数の物語 1.27 1.68 0.75 1.16 
認知面 
微小音要素の取り込み 0.54 0.75 1.41 1.22 
音要素の取り込み 36.73 2.05 23.56 4.32 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ 0.63 0.69 0.72 0.54 
聴空間の拡大 0.51 1.35 0.57 1.48 
聴空間の縮小 0.44 0.59 0.76 0.84 
他の感覚への言及 1.57 1.65 4.63 2.11 
触覚情報の性質（言及） ― ― 2.67 0.67 
触覚情報の性質（性質） ― ― －0.92 1.24 
※ 「主人公の導入」と「触覚情報の性質」は音声刺激では出現しなかった 
  




















平均 19.11 13.38 12.06 13.02 15.30 72.87 
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表 10-6. APT の評定値と対人恐怖心性尺度Ⅱの合計得点の順位相関係数 
APT指標 音声刺激 非音声刺激 
内容面 
主題の性質 －.48*** －.38*** 
自己の内界に向ける関心 .19*** .38*** 
自己に向ける感情（言及） .31*** .06*** 
自己に向ける感情（性質） －.49*** －.02*** 
他者に向ける関心 .12*** .23*** 
他者に向ける感情（言及） .06*** .14*** 
他者に向ける感情（性質） －.41*** －.40*** 
父親（的人物）に向ける感情（言及） .02*** .25*** 
父親（的人物）に向ける感情（性質） －.37*** .29*** 
母親（的人物）に向ける感情（言及） －.03*** .40*** 
母親（的人物）に向ける感情（性質） －.30*** －.17*** 
人物の導入 .10*** .16*** 
主人公の導入 ―*** .01*** 
導入人物の性質 －.25*** －.10*** 
独特な人物設定 .31*** .14*** 
有音の背景音の取り込み －.16*** .02*** 
無音の背景音の取り込み .33*** .19*** 
背景音に対する情緒的意味づけ（言及） .09*** .47*** 
背景音に対する情緒的意味づけ（性質） －.41*** －.17*** 
曖昧な結末 －.13*** .01*** 
結末の性質 －.21*** －.23*** 
攻撃的内容 .00*** .15*** 
損傷内容 .08*** .32*** 
形式面 
初発反応時間(秒) －.06*** －.12*** 
刺激の追加提示回数 －.25*** －.21*** 
語りの様式（移入形式） .29*** .21*** 
複数の物語 －.15*** －.49*** 
認知面 
微小音要素の取り込み －.02*** －.09*** 
音要素の取り込み －.13*** .35*** 
音要素に対する標準的意味づけからのずれ .00*** .01*** 
聴空間の拡大 －.03*** －.33*** 
聴空間の縮小 －.09*** .54*** 
他の感覚への言及 －.16*** .15*** 
触覚情報の性質（言及） ― －.25*** 














































また，音声刺激では第 5 刺激で父親が登場し，第 7 刺激においても男性 A が年
配の上司など父親に近い人物とされることがあるのに対し，非音声刺激では刺








































































































































































ことであった。4 つの仮説のうち仮説 1 は音声刺激と非音声刺激の両方で支持
されたのに対し，残りの 3 つの仮説は音声刺激でのみ支持された。仮説 2 に関
しては，対人状況を提示する音声刺激と非対人状況を提示する非音声刺激とい
う刺激の差を反映した結果と考えられ，劣等恐怖など対他的側面が大きい対人

























めていくことによって，本論の APT の独自性がより明確になるだろう。 






















 本章では，研究 7 に続いて完成版 APT の応用に関して検討し，心理臨床に
おいて出会うパーソナリティの 1 つであり，青年期一般に見られる心性でもあ
る対人恐怖心性との関連に焦点をあてた。大学生・大学院生 63 名を対象とし，
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音・作成し，予備実験により 17 個の刺激を選定した。その音声刺激による APT
の反応に，外向性，協調性，勤勉性，情緒安定性，知性という全般的なパーソ
ナリティを測定する Big Five がどのように表れるか探索的に検討することを
目的とし，本実験を行った。実験参加者は大学生・大学院生 60 名（男女とも
30 名）で，実験室において個別に APT と主要 5 因子性格検査（村上・村上，
2001）を実施した。後日，参加者の反応を内容面・形式面・認知面の指標を用
いて分析し，Big Five との関連を検討した。その結果，APT 指標と Big Five
の各因子の間に関連が見られ，特に情緒安定性（神経症傾向）との間に特徴的







音声刺激による APT の反応に，研究 1 と同様に Big Five がどのように表れる
か探索的に検討するため，本実験を行った。参加者は大学生・大学院生 60 名
（男女とも 30 名）で，実験室で個別に APT と主要 5 因子性格検査（村上・村
上，2001）を実施した。実験後，各反応を内容面・形式面・認知面の指標を用















索的に検討することが目的であった。研究 2 と同じ大学生・大学院生 60 名に
対してロールシャッハ法を実施し，APT の指標とロールシャッハ法の鍵変数の
関連を検討した。その結果，本研究の APT は状況関連ストレスや統制力（D＜

















声刺激 8 個から成る，計 16 個の刺激セットを構成した。 
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（５）研究 5（第七章） 
















研究 6 では，研究 4 で選定した 16 刺激に対する反応の特徴を明らかにする











非音声刺激によるこの APT を完成版とした。 
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（７）研究 7（第九章） 
研究 7 では，研究 1～6 で開発した完成版 APT における反応に，青年期心性
の中でも被害妄想的観念を測定する自己関係づけがどのように表れるか，大学
生・大学院生 63 名（男性 22 名，女性 41 名）を対象に検討した。評定マニュ
アルに従って APT の反応を分析し，自己関係づけ尺度（金子，2000）との順
位相関係数を算出した。その結果，APT においては，自己関係づけの高い人ほ





完成版 APT の妥当性や今後の臨床での利用可能性が示唆された。 
 
（８）研究 8（第十章） 
研究 7 に続き，研究 1～6 で開発した完成版 APT における反応に，青年期心
性の 1 つとされる対人恐怖心性がどのように表れるかを検討した。研究 7 と同










（９）本論の聴覚刺激および APT の特徴 
 研究 1，2，3 において，APT 指標とロールシャッハ法における状況ストレス
との関連など検討の余地が残った部分もあったが，概ね了解可能な関連が得ら
れ，本論の APT の妥当性が示された。また，神経症傾向や向性，ロールシャッ






 このような限界をふまえつつ，本論で作成した 2 種類の刺激を対比して見る
と，本論のAPTには以下のような有用性や可能性があると考えられる（表 11-1）。
まず，音声刺激は葛藤的な会話場面を想定して作成した（研究 1），比較的明確




















































点は APT の独自性の 1 つと考えてもよいだろう。 
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表 11-1. 本論の完成版 APT における 2 種類の刺激の対比 
視点 音声刺激 非音声刺激 
刺激 





会話場面が中心〔研究 1〕 物音や環境音が中心〔研究 2〕 
多様な対人状況〔研究 7，8〕 非対人状況〔研究 7，8〕 























初発反応時間が短め〔研究 6〕 初発反応時間が長め〔研究 6〕 
他者，対人関係，自己〔研究 1〕 自己，他者，対人関係〔研究 2〕 
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（１０）本論の指標の特徴 












に評定する指標である。音声刺激では，本指標の高さと Big Five の協調性や勤
勉性，および自己関係づけとの関連が見られた（研究 1，7）。これに対して非









感情（性質）」の肯定度と Big Five の知性の低さ，および自己関係づけや対人
恐怖心性の低さとの間に関連が見られた（研究 1，7，8）。音声刺激における本
指標には，対人状況における自己意識の強さや，自尊心の程度が反映されると
考えられる。ただし，自尊心に関しては Big Five の知性の低さが相反する結果
となっており，さらなる検討が必要である。これに対して非音声刺激では，「自
己に向ける感情（性質）」の肯定群が否定群より Big Five の外向性や協調性，












音声刺激では，「他者に向ける感情（性質）」の肯定度と Big Five の勤勉性，お
よび対人恐怖心性の低さとの間に関連が見られた（研究 1，8）。これに対して
非音声刺激では，「他者に向ける感情（言及）」と自己関係づけの間に正の相関














人物）に向ける感情（性質）」の肯定度と Big Five の協調性，ロールシャッハ
法の D＜Adj D に該当する頻度，および対人恐怖心性との間に関連が見られた







高さと Big Fiveの外向性，および自己関係づけとの間に関連が見られ（研究 1，
7），「母親（的人物）に向ける感情（性質）」の肯定度と Big Five の協調性，お
よび自己関係づけの低さや対人恐怖心性の低さとの間に関連が見られた（研究
1，7，8）。これに対して非音声刺激では，「母親（的人物）に向ける感情（言
及）」の高さと Big Five の協調性や，勤勉性の低さ，および自己関係づけや対
人恐怖心性との間に関連が見られ（研究 2，7，8），「母親（的人物）に向ける
感情（性質）」の肯定度と Big Five の協調性や勤勉性，ロールシャッハ法の HVI
に該当する頻度の低さ，および自己関係づけの低さとの間に関連が見られた（研






刺激では，本指標の高群は低群よりも Big Five の外向性が高いことが示された
（研究 2）。本指標には，導入人物によって物語の登場人物を増やす点から社交





る。この反応は本論では非音声刺激でのみ見られ，本指標の高さは Big Five の
情緒安定性や知性，および自己関係づけとの間に関連が見られた（研究 2，7）。
刺激中の人物に同一化しないことから刺激に対する心理的距離が反映され，ま





に分類する指標である。音声刺激では，本指標の肯定度と Big Five の勤勉性や
知性，および自己関係づけの低さや対人恐怖心性の低さとの間に関連が見られ
た（研究 1，7，8）。これに対し非音声刺激では，本指標の肯定群は否定群より





















音声刺激では，「有音の背景音の取り込み」の高群が低群よりも Big Five の協
調性が高いことが示された（研究 2）。これらの結果から，本指標には賑やかな





の高群が低群よりも Big Five の勤勉性や情緒安定性，知性が低く（研究 1），「背
景音に対する情緒的意味づけ（性質）」と対人恐怖心性の間に負の相関が見られ
た（研究 8）。これに対して非音声刺激では，「背景音に対する情緒的意味づけ
（言及）」の高さは Big Five の協調性，ロールシャッハ法の D＜Adj D に該当
する頻度，および自己関係づけや対人恐怖心性と関連し（研究 2，3，7，8），

















激では本指標の高群は低群よりも Big Five の勤勉性と知性が低く（研究 1），
非音声刺激では本指標の高群は低群よりも Big Five の協調性が低かった（研究
2）。これらの結果から，本指標は，非音声刺激では攻撃性や敵対心として表れ
るのに対し，音声刺激では社会的望ましさとして表れる可能性がある。 









激では本指標のあり群はなし群よりも Big Five の情緒安定性が低く（研究 1），
非音声刺激では本指標の高群は低群よりも Big Five の勤勉性が低く，外向性が





的印象（対刺激）」の高群は低群よりも Big Five の情緒安定性が低く（研究 1），
非音声刺激でも「主観的印象（対刺激・対物語）」の高群は低群よりも Big Five
の情緒安定性が低く，ロールシャッハ法の D＜Adj D に該当する頻度は低く，









Five の協調性が低く，勤勉性が高かった（研究 2）。本指標には APT に対する
非協力的姿勢や，反応に対する慎重さ，柔軟性の低さが反映されると考えられ
る。ただし，本指標に該当する反応は未だ十分に得られているとはいえず，「失












れず，音声刺激では，本指標のあり群はなし群より Big Five の協調性が高かっ





標である。音声刺激では，「語りの様式（移入形式）」の高さと Big Five の知性，
および自己関係づけや対人恐怖心性との間に関連が見られ（研究 1，7，8），「語
りの様式（会話形式）」の高群は低群より Big Five の情緒安定性が低かった（研
究 1）。これに対して非音声刺激では，「語りの様式（移入形式）」の高群は低群
より Big Five の情緒安定性が高く（研究 2），「語りの様式（会話形式）」の高





２５）複数の物語 本指標は，1 つの刺激に対して 2 つ以上の物語が語られ
た場合に「ある」，1 つの物語だけが語られた場合に「ない」と評定する指標で
ある。音声刺激では，本指標の高さは Big Five の情緒安定性の低さ，および自
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己関係づけの低さとの関連が見られ（研究 1，7），これに対して非音声刺激で


















指標の高さと Big Five の外向性，および対人恐怖心性との間に関連が見られた
（研究 2，8）。これらの結果から，本指標には，対人状況や非対人状況におけ
る注意の方向性や，ユング的向性が反映される可能性が考えられる。 





































































だろう（表 11-2，図 11-3）。前提として，TAT は対人状況のカードが中心の前
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半シリーズはより SCT 側に，具象的な絵が多い後半シリーズはよりロールシャ
ッハ法の側に細分化を行った。また，P-F Study は，SCT よりも視覚的・言語
的に刺激が多く，統計的に信頼性や妥当性が確認され，標準化も行われている
ことから，SCT と質問紙法の間に位置づけられると考えられた。その上で，音
声刺激による APT は，葛藤的な対人場面の刺激である点で TAT の前半シリー
ズに相似点があり，かつ，言語により葛藤場面が描写され，言語による刺激文
（台詞）が提示される点から，TAT と SCT の間に位置づけられるだろう。他
方，非音声刺激による APT は，葛藤的な対人場面ではない点で TAT の後半シ
リーズに近く，かつ，実際に参加者の多くが「これは何の音のように聴こえる
か」という点にも言及していたことから，ロールシャッハ法と多少重なる部分
もあると考えられる。このため，非音声刺激による APT は TAT とロールシャ
ッハ法の間に位置づけられる可能性がある。ただし，この APT の位置づけは現
時点での推測であり，今後 TAT や SCT，P-F Study などとの比較検討を行う
ことによって明確化する必要がある。 













は TAT と同様に検査者との対人場面であるが，TAT とは異なり刺激が一度知
覚するとなくなってしまうため，対人的な要素が相対的に強く表れると考えら
れる。吉村（2015）は「心理検査は，コミュニケーションそのものである」と




































表 11-2. 各性格検査の特徴と本論の APT の位置づけ 
検査法 ＜目的＞ ＜刺激＞ ＜場面＞ 
＜被検者の 
意識的操作＞ 









































※ TAT 図版の前半 10 枚は具体的な対人状況の絵が多く，後半 10 枚は抽象的な非対
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１１－３ 心理臨床における聴覚投映法の意義 
 









ングの過程で TAT を実施しているように，本論の APT もクライエントとセラ
ピストがイメージを広げたり，内的世界に対する理解を深めたりするための 1
つの道具として活用できる可能性がある。 
以下の 2 つの点についても，今後の実証が必要であるが，APT の心理臨床的
な意義として挙げられよう。第一に，APT には聴覚優位者の豊かな反応を引き












APT にもっとも近い投映法である TAT との比較は，聴覚刺激を用いる根拠の
明確化のためにも欠かせない。WISC や WAIS などの知能検査における視覚的












四章では APT と Big Five の各因子との関連を個別に検討したが，Big Five に









（２）本論の APT 自体の改良 
次に，APT で用いる聴覚刺激の修正や変更も検討する必要があろう。第九章
や第十章のように音声刺激と非音声刺激を別々に量的に分析・解釈する場合，





の 1 つである。聴覚刺激と同様に，APT 指標も修正・変更していく必要がある。
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1. 問題を綿密に検討しないで、実行に移すことが多い。 1 2
2. どちらかというと怠惰な方です。 1 2
3. ほかの人と比べると話し好きです。 1 2
4. どちらかというと地味でめだたない方です。 1 2
5. 思いやりがある方です。 1 2
6. 親しい仲間でも、本当に信用することはできません。 1 2
7. 将来のことを見通すことができる方です。 1 2
8. どうでもいいことを、気に病む傾向があります。 1 2
9. 疲れやすくはありません。 1 2
10. 軽率に物事を決めたり、行動してしまいます。 1 2
11. どちらかというと、にぎやかな性格です。 1 2
12. 仕事や勉強には精力的に取り組みます。 1 2
13. 自分で悩む必要のないことまで心配してしまうのは確かです。 1 2
14. 人前で話すのは苦手です。 1 2
15. だれにでも親切にするように心がけています。 1 2
16. あまり心配症ではありません。 1 2
17. ほかの人と同様に、神経質ではないと信じています。 1 2
18. どちらかというと、気持ちが動揺しやすい。 1 2
19. 積極的に人と付き合う方です。 1 2
20. 特に人前を気にする方ではありません。 1 2
21. どちらかというと徹底的にやる方です。 1 2
22. 難しい問題にぶつかると、頭が混乱することが多い。 1 2
23. どちらかというと引っ込み思案です。 1 2
24. ほかの人と比べると、あれこれ悩んだり、思いわずらったりする方です。 1 2
25. みんなで決めたことは、できるだけ協力しようと思います。 1 2
26. 物事を難しく考えがちです。 1 2
27. どちらかというと、飽きっぽい方です。 1 2
28. 物事がうまくいかないと、すぐに投げ出したくなります。 1 2
29. いつも何か気がかりです。 1 2
30. いろいろな分野の言葉をたくさん知っています。 1 2
31. 人から親切にされると、何か下心がありそうで警戒しがちです。 1 2




34. 機会さえあれば、大いに世の中に役立つことができるのにと思います。 1 2








36. 何かに取り組んでも、中途半端でやめてしまうことが多い。 1 2
37. あまり自分の意見を主張しない方です。 1 2
38. ほかの人と同じように、すぐに友達ができる方です。 1 2




41. 機会さえ与えられれば、皆のよいリーダーになれると思います。 1 2
42. 私は重要人物です。 1 2
43. ほとんどの知人から好かれています。 1 2
44. いつも気がかりなことがあって、落ち着きません。 1 2
45. みんなで決めたことでも、自分に不利になる場合は協力したくありません。 1 2
46. ひろく物事を知っている方です。 1 2
47. いつもと違ったやり方を、なかなか思いつきません。 1 2
48. どちらかというと人情があつい方です。 1 2
49. 誠実に仕事をしても、あまり得にはなりません。 1 2
50. 自信に満ちあふれています。 1 2
51. 筋道を立てて物事を考える方です。 1 2
52. すぐに、まごまごします。 1 2
53. ほかの人と比べると活発に行動する方です。 1 2
54. 大抵の人が動揺するような時でも、落ち着いて対処することができます。 1 2
55. はっきりとした目標を持って、適切なやり方で取り組みます。 1 2
56. くよくよ考え込みます。 1 2
57. 元気がよいと人に言われます。 1 2
58. 学校ではクラスの人たちの前で話すのがひどく苦手でした。 1 2
59. ほかの人より洗練された考え方をする方です。 1 2
60. どちらかというと無口です。 1 2
61. ほかの人と比べると、物事の本質が見抜ける方です。 1 2
62. こまごまとしたことまで気になってしまいます。 1 2
63. 人の言葉には裏があるので、そのまま信じない方がよいと思います。 1 2
64. どちらかというと三日坊主で、根気がない方です。 1 2
65. いつも人の立場になって考えるように心がけています。 1 2
66. 緊張してイライラすることがよくあります。 1 2
67. 旅行などでは、あらかじめ細かく計画を立てることが多い。 1 2
68. 人助けのためなら、やっかいなことでもやります。 1 2
69. 初対面の人と話をするのは骨が折れるものです。 1 2
70. 子供や老人の世話をするのが好きです。 1 2






































































































































  1つの刺激に対して，2つ以上の物語を語るか否か 
  → 以下の3種類を含む； 
①思い浮かんだ物語に少しだけ触れるもの 


























































自己に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
＜対 他者＞
他者に向ける関心 強い どちらでもない 弱い
他者に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
父親(的人物)に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
母親(的人物)に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
人物の導入 ある ない
導入人物の性質 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
標準的人物設定からのずれ 年齢 性別 該当なし
独特な人物設定 ある ない
＜その他＞
背景音の取り込み 有音 無音 該当なし
背景音に対する情緒的意味
づけ
肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
明確な結末 ある ない
結末の性質 肯定的 どちらでもない 否定的
攻撃的内容 ある ない
自己言及 ある ない







語りの様式 移入（1人） 会話（複数） 物語 なし








聴空間の拡大／縮小 拡大 縮小 該当なし
メモ
Ⅲ 認知面


















    より顕著な感情がある                              「肯定的」or「否定的」 
 
                 感情の強さ：低～中程度     「どちらでもない」 
    感情が拮抗している 
                  感情の強さ：強       「肯定的」and「否定的」 
 
否定的な感情が最終的に肯定的になる           原則的に「肯定的」 
 



























資料 4. 非音声刺激 APTの評定マニュアル 
ii 
 
       より顕著な感情がある                           「肯定的」or「否定的」 
 
                     感情の強さ：低～中程度    「どちらでもない」 
        感情が拮抗している 
                     感情の強さ：強      「肯定的」and「否定的」 
 
     否定的な感情が最終的に肯定的になる              原則的に「肯定的」 
 
     肯定的な感情が最終的に否定的になる              原則的に「否定的」 
 





(5) 父親（的人物）に向ける感情，(6) 母親（的人物）に向ける感情 












































資料 4. 非音声刺激 APTの評定マニュアル 
iii 
 
       より顕著な性質がある                           「肯定的」or「否定的」 
 
                     主人公への影響：低～中程度  「どちらでもない」 
        性質が拮抗している 
                     主人公への影響：強    「肯定的」and「否定的」 
 
     否定的な性質が最終的に肯定的になる              原則的に「肯定的」 
 
     肯定的な性質が最終的に否定的になる              原則的に「否定的」 
 










  もともと聴覚刺激に含まれていない動物を導入して物語を展開しているか否か 
  → その動物が擬人化されている場合は(6)に含め，ここでは評定しない。 













→ ex. 肯定的：海の背景音に対して，「よく晴れた日の綺麗な風景で，見ていて落ち着く」 
























資料 4. 非音声刺激 APTの評定マニュアル 
iv 
 
       より顕著な情緒がある                           「肯定的」or「否定的」 
 
                     主人公への影響：低～中程度  「どちらでもない」 
        情緒が拮抗している 
                     主人公への影響：強    「肯定的」and「否定的」 
 
     否定的な情緒が最終的に肯定的になる              原則的に「肯定的」 
 
     肯定的な情緒が最終的に否定的になる              原則的に「否定的」 
 




















              中心的な筋がある 
   or                その筋の結末について評定 




































資料 4. 非音声刺激 APTの評定マニュアル 
v 
(14) 損傷内容 











  ③参加者自身が語った物語に対するもの（ex.「こんな話あり得ないですよね」等の批評的言辞） 
 
(17) 食物反応 
  食べ物に関する言及があるか否か 
 
(18) 衣服反応 
  衣服や靴など身につけるものに関する言及があるか否か 
 
(19) 性的内容 
  性的な内容が語られるか否か 
 
(20) 物質の導入 
  もともと聴覚刺激に含まれていない物質を導入して物語を展開するもの 
  → その物質が擬人化されている場合は(6)に含め，ここでは評定しない。 








  現実性を欠いた内容が語られるか否か 
  → 空想的な話や，夢の内容を語るものもここに含める。 




  特殊な文化や人間の歴史に関係のある内容が語られるか否か 





































  → 以下の3種類を含む； 
  ① 思い浮かんだ物語に少しだけ言及するもの 

















刺激 要素 刺激 要素 
1 ・人の笑い声 8 ・枯葉を踏むような音 


















6 ― 13 ・心拍の不規則さ 
































































































自己に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
＜対 他者＞
他者に向ける関心 ある ない
他者に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
父親（的人物）に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
母親（的人物）に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
＜その他＞
人物の導入 ある ない 　⇒ 内容：
主人公の導入 ある ない
導入人物の性質 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
独特な人物設定 ある ない 　⇒ 内容：
動物の導入 ある ない
有音の背景音の取り込み ある ない 　⇒ 内容：
無音の背景音の取り込み ある ない 　⇒ 内容：
背景音に対する情緒的意味づ
け
肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
結末の性質 肯定的 どちらでもない 否定的
攻撃的内容 ある ない 　⇒ 内容：
損傷内容 ある ない 　⇒ 内容：
自己言及 ある ない








反応の失敗／拒否 失敗 拒否 該当なし
初発反応時間 秒
実験者による質問回数 過去 未来 気持ち ⇒計　　　　回
刺激の追加提示回数 回
語りの様式 移入形式 会話形式 物語形式 該当なし
複数の物語 言及 分岐 独立 該当なし
前の刺激や物語との関連づけ ある ない 　⇒ 内容：No.
Ⅲ 認知面





ある ない 　⇒ 内容：
聴空間の拡大／縮小 拡大 縮小 該当なし
他の感覚への言及 視覚 触覚 嗅覚  ・  味覚 該当なし













































ゆっくりした 1 2 3 4 5 6 勢いのある
奥行きのある 1 2 3 4 5 6 平面的な
落ち着いた 1 2 3 4 5 6 苛々した
臨場感がない 1 2 3 4 5 6 臨場感がある
暗い 1 2 3 4 5 6 明るい
単純な 1 2 3 4 5 6 複雑な
気が抜けた 1 2 3 4 5 6 緊張した
うきうきした 1 2 3 4 5 6 憂うつな
ざらざらした 1 2 3 4 5 6 なめらかな
生気のない 1 2 3 4 5 6 いきいきとした
軽やかな 1 2 3 4 5 6 重い
広がりのある 1 2 3 4 5 6 窮屈な
曖昧な 1 2 3 4 5 6 明瞭な
快い 1 2 3 4 5 6 不快な
変化のある 1 2 3 4 5 6 安定した
非日常的な 1 2 3 4 5 6 日常的な
腹が立った 1 2 3 4 5 6 気が和んだ
柔らかい 1 2 3 4 5 6 硬い
情景が思い浮かぶ 1 2 3 4 5 6 情景が思い浮かばない
不安な 1 2 3 4 5 6 安心した
自然な 1 2 3 4 5 6 人工的な
眠くなるような 1 2 3 4 5 6 目が覚めるような
親しみのある 1 2 3 4 5 6 親しみのない
嬉しい 1 2 3 4 5 6 悲しい
静かな 1 2 3 4 5 6 騒々しい
冷たい 1 2 3 4 5 6 暖かい
ばらばらな 1 2 3 4 5 6 まとまった
印象に残らない 1 2 3 4 5 6 インパクトのある
長さを感じる 1 2 3 4 5 6 瞬間的な
































































資料 9．完成版 APTの実施マニュアル 
【実施前】 
準備する道具 








































・もっとも好きな音（         ）や，もっとも嫌いな音（         ）があれば聞く 
・被検者からの質問があれば，可能な限り応える 
 













































資料 10．完成版 APTの評定マニュアル 
ii 
(5)a 父親（的人物）に向ける感情，(5)b 母親（的人物）に向ける感情 







＜ その他 ＞ 
(6) 人物の導入 
聴覚刺激の中に存在していない人物を導入して物語を展開しているか否か 
























  聴覚刺激の中に存在していない動物を導入して物語を展開するもの 






















  → ex. 肯定的：海の背景音に対して，「よく晴れた日の綺麗な風景で，見ていて落ち着く」 
      否定的：海の背景音に対して，「波が荒れていて，嵐がきそうで落ち着かない」 






















  「傷つけられた」「気分が落ち込んだ」などの内容について言及があるか否か 
 
(13) 課題から逸脱した表現 





 (13)b 主観的印象 
以下の2種のような主観的印象が述べられたかどうか 
 ①聴覚刺激や刺激中の登場人物に対するもの（ex.「（刺激が）嘘っぽい」等の批評的言辞，
資料 10．完成版 APTの評定マニュアル 
iv 
「（登場人物が）嫌い」等の好悪の感情） 
   ②参加者が語った物語に対するもの（ex.「こんな話あり得ないですよね」等の批評的言辞） 
 




  食べ物に関する言及 
  → 「食事に行く」という表現も評定対象とする 
 
ⅱ. 衣服反応 
  衣服や靴など身に着けるものに関する言及 
 
ⅲ. 性的内容 
  性的な内容への言及 
 
ⅵ. 物質の導入 
  聴覚刺激の中に存在していない物質を導入して物語を展開するもの 









  空想や夢など，現実性を欠いた内容が語られるもの 










































  1つの刺激に対して，2つ以上の物語が語られるか否か 




  前に聴いた聴覚刺激や，それまでに語った物語を，新たな物語に取り込むか否か 

























 表1. 各刺激の微小音要素 
刺激 要素 刺激 要素 
1 ・人の笑い声 9 ― 










4 ― 12 ・枯葉を踏むような音 
5 ― 13 
・足音の不規則さ 
・足音が突然止まる 
6 ・周囲の客の会話内容 14 
・トントンと叩くような音 
・音と音の間（動きが止まる） 
7 ― 15 ・心拍の不規則さ 
8 ・車の音 16 
・カラスの鳴き声 
・カラス以外の鳥の鳴き声 




















資料 10．完成版 APTの評定マニュアル 
vii 
(21)b 音要素の取り込み 
   聴覚刺激の中の音要素をどれくらい取り込み，物語に関連付けているか 
















































14 ①衣擦れ，②背景の静かさ ／ ③何かをトントンと叩くような音，④音と音の間（動きが止まる） 
15 ①心拍，②背景の静かさ ／ ③心拍の不規則さ 












































主題の性質 肯定的 どちらでもない 否定的
＜対 自己＞
自己の内界に向ける関心 ある ない
自己に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
＜対 他者＞
他者に向ける関心 多い どちらでもない 少ない
他者に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
父親（的人物）に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
母親（的人物）に向ける感情 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
人物の導入 ある ない 　⇒ 内容：
主人公の導入 該当する 該当しない
導入人物の性質 肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
独特な人物設定 ある ない 　⇒ 内容：
動物の導入 ある ない
＜その他＞
背景音の取り込み 有音 無音（有音想定） 取り込みなし 　⇒ 内容：
背景音に対する情緒的意味
づけ
肯定的 どちらでもない 否定的 言及なし
曖昧な結末 該当する 該当しない
結末の性質 肯定的 どちらでもない 否定的
攻撃的内容 ある ない 　⇒ 内容：
損傷内容 ある ない











反応の失敗・拒否 失敗 拒否 　⇒ 様子：
初発反応時間 秒
刺激の追加提示回数 回
語りの様式 移入形式 会話形式 物語形式 該当なし
複数の物語 言及 分岐 独立 該当なし
前の刺激や物語との関連づ
け










聴空間の拡大／縮小 拡大 縮小 該当なし
他の感覚への言及 視覚 触覚 嗅覚 味覚









































(1) 計画を立てるよりも，実行する方が好きである。 5 4 3 2 1
(2)
友達が内緒話をしていると，自分の悪口を言われているのではないかと
気になる。 5 4 3 2 1
(3)
話している集団と目が合うと，自分の事を言われているのではないかと
気になる。 5 4 3 2 1
(4) 陽気なパーティー（集まり）では，夢中になって楽しむ方である。 5 4 3 2 1
(5)
友人が悪口を言っているのを聞くと，自分の事を言っているのではない
かと思う時がある。 5 4 3 2 1
(6) 周囲の笑い声が，自分を笑っているように思える時がある。 5 4 3 2 1
(7) 社交的な活動に大変満足を感じる。 5 4 3 2 1
(8)
隣に座っている人が他の席へ移動すると，自分を避けたのではないか
と思うことがある。 5 4 3 2 1
(9)
自分の近くにしゃべっている集団がいると，自分の事を言われているの
ではないかと思う時がある。 5 4 3 2 1
(10) 細かいところに注意を集中しなければならない仕事が好きである。 5 4 3 2 1
(11) 知人が挨拶をしてくれなかった時に，無視されたと思うことがある。 5 4 3 2 1
(12)
恥ずかしいことをした後は，自分のことが陰で噂されているに違いない
と思う。 5 4 3 2 1
(13) 済んだことはくよくよ考えない方である。 5 4 3 2 1
(14)
人が自分の方を見てしゃべっていると，自分の事を言っているのではな
いかと思う時がある。 5 4 3 2 1
(15)
部屋に入って急に静かになると，自分の事を話題にしていたのではな
いかと思うことがある。 5 4 3 2 1
(16)
たいした理由もなく，楽しくなったり，悲しくなったり，気分が変わったこ
とがある。 5 4 3 2 1
(17)
会話や電話で沈黙が続くと，相手に嫌われているのではないかと気に
なる。 5 4 3 2 1
(18)
いつも行動を共にしている友人が自分を誘わなかった時，自分は嫌わ
れているのではないかと思うことがある。 5 4 3 2 1
(19)
今の自分と昔の自分は，同じ人間でないかもしれないという奇妙な感じ


























































(1) 周りに自分より実力のある人がいて不安である 6 5 4 3 2 1 0
(2) 周囲に感情むきだしの人がいて怖い 6 5 4 3 2 1 0
(3) 自分の目つきは悪い 6 5 4 3 2 1 0
(4) 裏切られると思って人と深くかかわらないようにしている 6 5 4 3 2 1 0
(5) いつか人を傷つけてしまうのではないかと思う 6 5 4 3 2 1 0
(6) 自分の考えが周りと同じかどうか気になる 6 5 4 3 2 1 0
(7) 周りには何を考えているかわからない人がいて怖い 6 5 4 3 2 1 0
(8)
自分の目つきが周りの人を不快にしているのではないかと
思う 6 5 4 3 2 1 0
(9) 人と親密な関係になることは怖い 6 5 4 3 2 1 0
(10) 自分は他人に残酷な人間である 6 5 4 3 2 1 0
(11) 人から批判されることをひどく気にしている 6 5 4 3 2 1 0
(12) 知り合いに怒りっぽい人がいて怖い 6 5 4 3 2 1 0
(13)
自分の容姿がよくないために周囲の人に嫌な思いをさせて
いる 6 5 4 3 2 1 0
(14) 周りに頼れる人はほとんどいない 6 5 4 3 2 1 0
(15) 人を精神的に追いつめてしまうことがある 6 5 4 3 2 1 0
(16) 他人が自分より優れていると不安になる 6 5 4 3 2 1 0
(17) 自分のことを決めつける人がいて怖い 6 5 4 3 2 1 0
(18) 人と会っていると目つきがきつくなる 6 5 4 3 2 1 0
(19) 自分は周囲に理解されない人間である 6 5 4 3 2 1 0
(20)
思ったことをすぐに相手に言ってしまい相手を傷つけてしま
う 6 5 4 3 2 1 0
(21)
周りができることを自分一人だけできなくて不安に思うことが
ある 6 5 4 3 2 1 0
(22) 周りに自分の気持ちを傷つける人がいて怖い 6 5 4 3 2 1 0
(23) 自分の外見は変だと思う 6 5 4 3 2 1 0
(24) 誰も自分のことを心配してくれないと感じる 6 5 4 3 2 1 0
(25) 自分の本音を話すと相手を傷つけてしまう気がする 6 5 4 3 2 1 0
